
　　　　　　　きらめ

「煌くまち　文化振興ビジョン」

個別事業進行管理資料

（平成27年度）



テーマ 番号等 事業名

Ａ 重Ⅰ UBEビエンナーレ開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

37,000 90,024ＵＢＥビエンナーレ（隔年開催）の来場者数 100,000

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） 53,811

平成２７年度の事業費決算額（千円） 54,473

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

◯第２７回ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）一次審査に係る選考委員会（１０/２（日））

◯第２７回ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）応募作品展（１０/３（月）～１１/３（木））

◯瀬戸内国際芸術祭におけるＵＢＥビエンナーレＰＲ展示（夏）

◯九州国立博物館におけるＵＢＥビエンナーレＰＲ展示（冬）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）５０周年を迎え、日本最大級の野外彫刻の国際コンクールとし
て展開しています。平成２５年の第２５回展では５１，８００人、平成２７年の第２６回展では９０，０２４人
の来場者を迎え、本市の文化力の高さをアピールできたものと考えられます。

　・オープニングイベント「アートのまちをみんなで話す」（１０/４（日））

　・ワークショップ「ペットボトルのハートづくり」（１１/８（日））

　・フリーペーパー「うべアート手帖」発行

　・ＵＢＥビエンナーレ特別メニューの開発・提供（１０/４（日）～１１/２９（日））

○ＵＢＥビエンナーレ＠きらめきギャラリー（６/１９（金）～７/５（日））

平成２８年度の主な予定

○山口情報芸術センター（ＹＣＡＭ）との連携事業

　・ＵＢＥビエンナーレオリジナル紙袋の開発

　・瀬戸内国際芸術祭ＰＲブースの設置（１０/４（日）～１１/２９（日））

○瀬戸内国際芸術祭との連携事業

　・山口情報芸術センター（ＹＣＡＭ）サテライトオフィスの設置（１０/４（日）～１１/２９（日））

○まちじゅうアートフェスタ２０１５関連イベント・ワークショップ

○ＷＡＫＵＷＡＫＵまちじゅうビエンナーレ支援事業

○第２６回ＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)本展関連イベント・ワークショップ

　・ファイナルイベント「人文字をつくろう」・「彫刻×踊る・舞う２０１５」（１１/２９（日））

　・橋アート「誘橋」（１０/４（日）～１１/２９（日））

　・ワークショップ「石でつくるモザイクレリーフ」（１１/７（土））

　・ダンスイベント「彫刻×踊る・舞う２０１５」（１０/４（日））

　・彫刻ライトアップ（１０/１０（土）～１１／２９（日）の休日及び休前日）

　・第２６回ＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)入選模型作品展（１０/４（日）～１１/２９（日））

　・ハートオブジェの展示＠ときわファンタジア

　・ＵＢＥビエンナーレライブラリー２０１５（１０/４（日）～２５（日））

　・Yamaguchi Mini Maker Faireでのワークショップ開催（９/１９（土）～２０（日））

○「ＵＢＥビエンナーレ＠カステジョン／スペイン」（４/１７（金）～１８（土））

○「ＵＢＥビエンナーレ＠カステジョン／スペイン」報告会（６／２９（月））

事業の内容

　・ＵＢＥビエンナーレわくわくこどもガイド（１１/２６（木））

　・彫刻と生け花の散歩道（１０/４（日）～５（月））

　・ワークショップ「銅板アートをつくろう」（１１/２１（土））

○第２６回ＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)本展（１０/４（日）～１１/２９（日））

　・オープニングイベント「彫刻×踊る・舞う２０１５」・開会式（１０/４（日））

ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）応募作品展及びＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)の開催

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

ＵＢＥビエンナーレ開催経費
緑と花と彫刻の博
物館管理課

○第２６回ＵＢＥビエンナーレ(現代日本彫刻展)実物制作作品搬入（７/２１（火）～８/２１（金））

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果



テーマ 番号等 事業名

Ａ 重Ⅱ 彫刻教育普及事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

42 6,238彫刻教育普及事業（彫刻教育推進校での授業等）の年間参加者数 1,300

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） 2,114

平成２７年度の事業費決算額（千円） 2,184

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

子どもの参加を中心とした彫刻に関するワークショップの実施や作家との交流の機会の提供、学校や
地域等への出前授業・講座の実施、彫刻ガイドの実施・支援、彫刻清掃活動の支援等、市民が気軽に
芸術に親しめる事業を通じて、市民の彫刻に対する愛着心の高揚を期待する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

彫刻教育推進経費
緑と花と彫刻の博
物館管理課

事業の内容

　・２分の１成人式記念メダルをつくろう【見初小４年】（２/９）

　・彫刻×ダンス【見初小４年】（１１/１１・１１/１９・１１/２５・１１/２７）

　・ＵＢＥビエンナーレ新聞をつくろう【見初小５年】（９/１～１０/３１）

　・彫刻鑑賞【楠中２年】（１０/３０）

　・ＵＢＥビエンナーレ鑑賞授業【常盤中１年】（１０/９）

　・思いを形で表わそう【楠中３年】（９/２８～１２/１６）

　・巨大粘土オブジェをつくろう【見初小１・２年】（２/１５）

　・鋳造ではしおき制作【楠中１年】（１/２１）

○彫刻教育推進事業　実施授業

　・スーパーグローバルハイスクール課題研究【宇部高ＳＧＨ】（６/１・９/１４・１/２５）

　・Love Stone Project宇部市小学校キャラバン【市内全小学校４年】（４/１５～５/２８）

　・地域の彫刻を清掃しよう【見初小３年】（７/６）

　・ＵＢＥビエンナーレ鑑賞授業の実施【市内全小学校４年生を対象】

　・凹み彫刻をつくろう【見初小５年】（２/４～２/１９）

　・ＵＢＥビエンナーレ鑑賞授業【市内全小学校４年】（１０/４～１１/２９）

　・プチビエンナーレ【見初小３年】（１０/５・１０/６・１０/２０）

　・こどもガイド【見初小６年】（１０/２０・１０/２７・１１/２・１１/９・１１/２７）

○彫刻ガイド

○彫刻ガイド

　・彫刻関連諸行事　会場ガイド

　・第２６回ＵＢＥビエンナーレ　会場ガイド

○彫刻ワークショップ

　・彫刻企画展　ワークショップ

　・第２６回ＵＢＥビエンナーレ　ワークショップ

平成２８年度の主な予定

○彫刻教育推進事業　実施授業

彫刻教育については、市内の各小中学校に協力を要請し彫刻授業を実施しました。
平成24年度からは中学校での彫刻授業を開始、平成27年度には市内全小学校4年生を対象とした
「UBEビエンナーレ鑑賞授業」を実施しました。こうした鑑賞授業等を通じて、世界各国の彫刻表現に
触れる機会を市内の子どもたちに提供するとともに、鑑賞や造形、共同制作、作品発表を通じて
「感じる/表現する」ための基礎的な力を育成しています。

　・彫刻関連諸行事　会場ガイド

　・第２７回ＵＢＥビエンナーレ応募作品展　会場ガイド

○彫刻ワークショップ

　・彫刻関連諸行事　ワークショップ

　・ＵＢＥビエンナーレ作家ワークショップ

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）



テーマ 番号等 事業名

Ａ 1 彫刻アピール事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

0 204野外彫刻設置点数 199

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

　彫刻企画展については、ＵＢＥビエンナーレ出品作家の企画展を毎年開催しました。また、平成２６年からは夏休みに夏の美術室を開催し、ワー
クショップ等も多数開催。その他新たな試みとして、平成２７年には、地元画家の堀研氏、馬場良治氏の絵画展も開催しました。
　彫刻設置点数も年々増えています。
　以上、市民が多くの文化へ触れる機会を提供しています。

平成２７年度の事業費予算額（千円） 8,836

平成２７年度の事業費決算額（千円） 9,326

目標指標
目標値　　　　　　　　（　点　）

Ｈ２７（目標）

○「じいちゃんの鼻の穴に宇宙があった。」修復

平成２８年度の主な予定

◯ＵＢＥビエンナーレ出品作家展２０１６「だって夢中なんです！」（４/３（日）～５/２９（日））

◯ワークショップマンス２０１６ ときわ公園 夏の美術室（７/１６（土）～８/３１（水））

◯西畠清順の植物造形博覧会（１/２８（土）～３/１２（日））

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

【彫刻設置事業経費関連】

○「じいちゃんの鼻の穴に宇宙があった。」移設

○「Ｏｕｒ Ｌｏｖｅ」移設

○「歩行視のためのオブジェ」移設

○「ＮＥＸＴ ＳＴＯＰ ＮＡＴＵＲＥ」移設

【彫刻維持管理経費関連】

　・ギャラリートーク（１１/１（日））

○馬場良治展－四季を描く－（１１/７（土）～１１/２９（日））

　・オープニング＆トーク（１１/７（土））

　・ギャラリートーク（１１/２３（月））

○おとなとこどもの彫刻展「フラット展」（１１/２（月）～１１/２９（日））

　・展示作品制作ワークショップ（１０/３１（土））

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

彫刻企画展開催経費
彫刻設置事業経費
彫刻維持管理経費

緑と花と彫刻の博物館管理課

　・LOVE STONE PROJECT 宇部市小学校キャラバンフィナーレ（５/３１（日））

　・フロッタージュ・ワークショップ「世界のハートをもちかえろう！」（５/４（月）・５/３１（日））

企画展の開催

ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）入賞作品や寄贈作品のときわ公園や市街地への設置

展示作品の修繕等

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

【彫刻企画展開催経費関連】

◯第２５回ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）大賞受賞作家展「冨長敦也のハートボイルド展」（４/４（土）～６/１４（日））

　・オープニングイベント（４/４（土））

　・LOVE STONE PROJECT 記念館 HeART Roomへようこそ（４/２５（土）～６/１４（日））

　・LOVE STONE PROJECT 記念館 公開制作（４/２５（土）～４/２６（日））

　・LOVE STONE PROJECT 宇部市小学校キャラバン（４月～５月）

　・染色教室「絞り染めで手ぬぐいをつくろう」（８/２３（土））

　・工作教室「木と透明紙で家型ランプをつくって夜の熱帯植物室に展示しよう」（８/２９（土））

◯春の第２６回ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）入選模型作品展（４/４（土）～６/１４（日））

◯ワークショップマンス２０１５ ときわ公園 夏の美術室（７/１８（土）～８/３１（月））

　・佐藤文恵先生のそんなときこんなかお！（７/１８（土）～８/３１（月））

　・工作教室「ぽんぽん船をつくろう」（７/１９（日））

　・工作教室「光るどろだんごをつくろう」（７/２６（日））

　・工作教室「ストローアート 身近なもので楽しくアート」（７/２５（土））

　・作家×学芸員トーク（１０/１２（月））

　・俳句ワークショップ（１０/１９（月））

　・ワークショップ「オリジナルカンバッジorキーホルダーをつくろう」＠やまぐちジャンボリーフェスタ（７/３０（木））

　・ワークショップ「オリジナルカンバッジorキーホルダーをつくろう」＠フジグラン宇部（８/２（日））

　・ビエンナーレ教室「アーティストトーク！この作品を作ったのはどんなひと？？」（８/８（土））

　・工作教室「からくりオモチャをつくろう」（８/１５（土））

○もっと知ろう！楽しもう！ＵＢＥビエンナーレライブラリー（７/１８（土）～８/３１（月））

○堀研－気の消息－展（１０/１０（土）～１１/３（火））

　・オープニング＆トーク（１０/１０（土））



テーマ 番号等 事業名

Ａ 2 市民彫刻普及活動支援事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）573 456

彫刻清掃活動を支援するための作家との調整、清掃指導、広報PR活動などの他、彫刻に関する専
門的な知識を習得してもらうため、彫刻ガイド養成講座などへの講師派遣。

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

緑と花と彫刻の博
物館管理課

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○うべ彫刻ファン倶楽部　第１６回彫刻清掃（９/２３（水））

○うべ彫刻ファン倶楽部　第１７回彫刻清掃（３/２０（日））

○ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）ガイド研修

平成２８年度の主な予定

○うべ彫刻ファン倶楽部　第１８回彫刻清掃（９/２２（木））

○うべ彫刻ファン倶楽部　第１９回彫刻清掃（３/２０（月））

○ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）ガイド研修

平成２７年度の事業費予算額（千円）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　彫刻清掃を定期的に開催することにより、市民の彫刻に対する愛着心も高まったものと考えられま
す。

Ｈ２７（目標）

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

0

平成２７年度の事業費決算額（千円） 0

彫刻清掃への年間参加者数 800

目標指標
目標値　　　　　　　　（　点　）



テーマ 番号等 事業名

A 3 緑化推進事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）

- 2

平成２７年度の事業費予算額（千円）

目標指標
目標値　　　　　　　　（箇所）

４

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） ４，６３５

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　・本審査　　 平成28年9月下旬～10月初旬

官民一体となって一年を通じて花にあふれたまちづくりの推進のため、年２回春と夏に花壇コンクールを実施。

また、市内を花いっぱいにする市民ボランティア等の活動を支援するため、散水栓を設置。

フラワーポットや花壇、散水栓等の設置により「緑と
花と彫刻のまち」を実感できる箇所の増加数

Ｈ２７（目標）

　・予備審査　平成28年4月4～7日

４，８９４

◆平成28年度（第110回）春の花壇コンクールの実施

　・予備審査　平成28年9月中旬

　受賞団体等…30団体、8個人　

　参加団体等総数…175

　参加団体等総数…180

◆平成27年度（第108回）秋の花壇コンクールの実施

　・表彰式　　 平成28年5月18日

　・本審査　 　平成28年4月20、21日

◆平成28年度（第109回）春の花壇コンクールの実施

　受賞団体等…35団体、1個人　

記念植樹イベントを開催。

　コンクール参加団体に苗の配付（約30万7,000本）

　コンクール参加団体に苗の配付（約25万7,300本）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

緑化推進経費 公園緑地課

事業の内容

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

　
　市民ボランティアによる花壇コンク―ルを継続実施することで「緑と花と彫刻のまち」を維持してきた。
　平成26年には、花壇コンク―ル100回記念花いっぱい運動記念ガーデンをときわ公園に設立。
　ときわ公園内では、市民との協働による維持管理やイベント等を行い、訪れる人達を楽しませている。

◆平成27年度（第107回）春の花壇コンクールの実施

平成２８年度の主な予定

○国道190号線沿道の花壇に散水栓を2箇所設置

○まちなかに新たに花壇を設置・改修することにより「緑と花と彫刻のまち」を実感できる箇所を3箇所増加

　・表彰式　　 平成28年10月下旬



テーマ 番号等 事業名

Ａ 4 植物教育普及事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）２３１ ６５５植物講習会への年間参加者数 ３４０

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止事業の方向性（見込み）

平成２７年度の事業費決算額（千円） ３３７

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

平成２８年度の主な予定

○温室ガイド　春・秋・ゴールデンウィーク等　会場：緑と花と彫刻の博物館

○各種講習会　会場：緑と花と彫刻の博物館

○園芸相談　会場：緑と花と彫刻の博物館

平成２７年度の事業費予算額（千円） ３５５

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２７年度は会場や講師の都合で実施回数が２６年度より減少したが、当初の目標以上の実績を
あげ、年間を通じて実施している「ちょこっと温室探検」とともに多くの入館者に植物教育を普及したと
考えられます。

○温室ガイド　春・秋・ゴールデンウィーク等　ボランティア総数５２名

○各種講習会　計５講座　参加者延２７６名

○園芸相談　年７回開催　相談者延５４名

○各種体験学習会　１０講座　参加者延３２５名　

○各種体験学習会　会場：緑と花と彫刻の博物館　

植物の栽培、管理や植物にまつわる風習等に関する講習会などの開催

植物の栽培、管理等に関する園芸相談の開催

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

植物教育普及経費
緑と花と彫刻の博
物館管理課



テーマ 番号等 事業名

Ａ 5 植物展示事業

ヤマアジサイ展　

花と萩焼・日本画展　　　他

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）１４０，８２１ ２１８，６０３

年々入館者が増えており、入館者の植物への関心を喚起していると考えられます。

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

緑と花のステンドグラス作品展　5/3（火・祝）～5/5（木・祝）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

ときわミュージアムへの年間入館者数

葉っぱ de ミュージック♪　1/30（土）～2/14（日）　

不思議な植物展　3/19（土）～4/25（日）

平成２８年度の主な予定

不思議な植物展　3/19（土）～4/25（日）

灯展　世界のランプと搾油植物　4/29（金・祝）～5/15（日）

春季ラン展　2/19（金）～2/21（日）

植物文化作品展　10/29(土)～11/30(日)

秋季ラン展　11/14(土)～11/16(月)

東洋ラン(寒ラン)展　11/21(土)～11/23(月・祝)

X'mas展示（サンタさんからの手紙）　12/5（土）～12/27（日）

お菓子展　～植物からの甘い誘い　12/12（土）～1/17（日）

クリスマスリース展　12/16（水）～12/24（木）

緑と花のステンドグラス作品展　5/3（日）～5/6（水・祝）

ヤマアジサイ展　5/30(土)～6/7(日)

花と萩焼・日本画展　6/13（土）～6/21（日）

花の絵手紙大賞作品展　6/20（土）～7/5（日）

緑と花の地球を守れ　植物王国の挑戦　7/18(土)～8/31(月)　

バラ展　10/16(金)～10/18(日)

植物等に関する自主企画展やワークショップの開催

公民連携による企画展等の開催

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

なるほど気象展2015　3/7（土）～4/19（日）

ときわ公園の野外植物展　3/29（土）～4/12（日）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

植物展示事業経費
緑と花と彫刻の博
物館管理課

事業の内容

１５１，０００

事業の方向性（見込み）

平成２７年度の事業費予算額（千円） ４，２００

平成２７年度の事業費決算額（千円） ４，０６６

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）



テーマ 番号等 事業名

Ａ 6
緑と花と彫刻の博物館管理運営
事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）１４０，８２１ ２１８，６０３１５１，０００

緑と花と彫刻の博物館（ときわミュージアム）の管理運営に関すること。

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

９３，５５０

平成２７年度の事業費決算額（千円） ６９，０５０

目標指標
Ｈ２７（目標）

ときわミュージアムの年間入館者数

　　　　１０月　　　３２，０８３人

　　　　１１月　　　２３，４９７人　　

入館者数　４月　　　２１，３３７人

 　　　 　５月　　　２１，８２６人

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

博物館管理経費
博物館運営経費
博物館施設整備事業費

緑と花と彫刻の博
物館管理課

事業の内容

　　　　　６月　　　１６，０００人

　　　　　７月　　　１５，０００人

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

　　　　　合計　　２１８，６０３人

平成２８年度の主な予定

　　　　　６月　　　１６，２８１人

　　　　　７月　　　１４，５４６人

　　　　　８月　　　１９，３８５人

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　　　　　９月　　　１４，０３８人

　　　　１２月　　　　９，９３２人

　　　　　１月　　　１０，６６６人

　　　　　２月　　　１３，５５７人

　　　　　３月　　　２１，４５５人　

入館者数　４月　　　２０，０００人

目標値　　　　　　　　（人）

年々入館者が増えており、入館者の植物への関心を喚起していると考えられます。

平成２７年度の事業費予算額（千円）

　　　　１０月　　　２０，０００人

　　　　１１月　　　２０，０００人　　

 　　　 　５月　　　２０，０００人

　　　　　８月　　　２１，０００人

　　　　　９月　　　１５，０００人

　　　　１２月　　　　１，０００人

　　　　　合計　　１４８，０００人



テーマ 番号等 事業名

Ｂ 重Ⅰ 文化振興連携支援事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）１４０ １４９

３ ２５

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

事業の内容

民間による各種文化事業との連携、調整及び支援を行うことにより、市民等の自主的な文化活動が
積極的に展開される環境を醸成し、文化活動の活発化を図る。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○共催、後援の承諾
　　共催　・・・　　4件
　　後援　・・・  149件

　

平成２８年度の主な予定

○共催、後援の承諾
○全国大会出場への助成
　　小学生以下　　県内１人1,000円　県外1人2,000円　1団体10人まで
　　中高校生　　　 県内１人2,000円　県外1人4,000円　1団体10人まで
　　大人　　　　　　 県内　なし　　　　 県外1人4,000円　1団体10人まで
　

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　民間による各種文化事業を後援等することで、公共施設の利用料の減免や、ＰＲなどの連携を行
い、市民等の自主的な文化活動が積極的に展開される環境を醸成し、文化活動の活発化を図ること
ができた。

平成２７年度の事業費予算額（千円） １２０

平成２７年度の事業費決算額（千円） ０

目標指標
目標値　　　　　　　　（　　）

Ｈ２７（目標）

後援・共催件数（件） １８０

子どもたちが芸術性の高い演奏や演劇に触れ
る機会（回／年）

２４

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止



テーマ 番号等 事業名

Ｂ 重Ⅱ 芸術祭開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）２，５０４ ２，３５３

１４，９９４ ２１，８９２芸術祭への延べ鑑賞者（入場者及び観覧者） ３０，０００

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

芸術祭への延べ参加者（出演者及び出品者） ３，０００

　多くの市民に各種文化活動の発表の場や鑑賞又は体験の機会を提供し、新たな創造意欲を喚起
することにより本市の文化振興を図った。
　また、舞台、展示及び文芸部門の文化行事を、本市の文化団体を総括している宇部文化連盟と共
同で主催することにより、市内文化団体の育成を図った。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

【展示部門】　13部門　　延べ47日間開催
　　　　　　　参加団体： 56団体　　　出品者851人　　作品数 2,094点　　　入場者数：8,532人
【文芸部門】　4部門　　延べ12日間開催
　　　　　　　参加団体：公募のみ　　　出品者573人　　作品数948点　　　入場者数：400人
【舞台部門】　9部門　　延べ9日間開催　(文連フェステイバルを含む）
　　　　　　　参加団体：52団体　　出演者数929人　　　入場者数：3,095人
　【小計】　　　26部門　　延べ 68日間開催
　　　　　　　参加団体： 108 団体　出品・出演者数：2,353人　作品数：3,042人　入場者数：12,027人
【活性化モデル事業】　　入場者数：1,288人
【まちじゅうアートフェスタ協賛イベント】　　入場者数：8,577人
　

平成２７年度の事業費予算額（千円） １９，６２０

平成２７年度の事業費決算額（千円） １９，６２０

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

事業の内容

平成２８年度の主な予定

○宇部市文化創造財団へ事業委託して実施する。
○芸術祭活性化のため芸術祭活性化モデル事業を実施

　多くの市民に各種文化活動の発表の場や鑑賞又は体験の機会を提供し、新たな創造意欲を喚起
することにより本市の文化振興を図るため、舞台、展示及び文芸の２６部門にわたる文化行事を、宇
部文化連盟と共同で主催する。



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 1
渡辺翁記念会館等文化事業助成
事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）１４０ １４９後援・共催件数 １８０

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） １９，６２０

目標指標
目標値　　　　　　　　（件）

渡辺翁記念会館等本市の文化資源の利用促進を図り、市民による多彩な文化活動や文化イベントを支援する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○宇部市文化創造財団による文化事業助成事業
   　（渡辺翁記念会館・文化会館に限らず、市内で行われる文化事業を対象としている）
     　助成決定団体　　３団体３事業
　　　　　　　　　　　　　　※採択事業は、６団体６事業であったが、事業延期等により、３団体は、辞退

平成２８年度の主な予定

Ｈ２７（目標）

○宇部市文化創造財団による文化事業助成事業
   　現在、申請事業を審査中。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

文化に触れる機会を広く市民に提供し、文化事業を実施する団体の活動を支援することで、市民によ
る自主的な文化活動の促進が図れた。

平成２７年度の事業費予算額（千円） １９，６２０

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

事業の内容



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 2
「第九『歓喜の歌』でHAPPY END
IN 渡辺翁記念会館」開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）１，１００ ８００

平成２７年度の事業費決算額（千円） １９，６２０

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

第九演奏会への入場者数 １，３００

　市民で構成された実行委員会で、市民参加型演奏会を開催することにより、広く市民に文化にふれ
る機会を提供するとともに、市民の自主的な文化活動の促進を図るため、「第九『歓喜の歌』で
HAPPY END IN 渡辺翁記念会館」を開催する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果
○宇部市文化創造財団に事業を委託して実施した。
○日時：平成２７年１２月２０日（日）１４時～（開場：１３時３０分）
○会場：宇部市渡辺翁記念会館
○来場者：約８００人
○出演者：２０６人　　（指揮者１人、ソリスト４人、管弦楽団５５人、合唱団１４６人）
○プログラム
第１部
・ヴェルディ作曲　歌劇「アイーダ」から『勝ちて帰れ！』：髙原　史乃
・ヴェルディ作曲　歌劇「ドン・カルロ」から『むごい運命よ』：淀　和恵
・ヴェルディ作曲　歌劇「アイーダ」から『清きアイーダ』：山口　幸志
・ビゼー作曲　歌劇「カルメン」から『闘牛士の歌』：竹永　久男
・「宇部市民の歌」のオーケストラ演奏と合唱
・指揮者による第九ミニ解説及びメインフレーズの合唱指導
第２部
・ベートーヴェン作曲交響曲第９番ニ短調作品１２５第４楽章「歓喜の歌」

平成２８年度の主な予定

○宇部市文化創造財団へ事業委託して実施する。
  平成２８年５月    第九「歓喜の歌」宇部実行委員会第１回会議開催
  平成２８年８月　　第九「歓喜の歌」でHAPPY END合唱団参加者募集
  平成２８年９月　　第九「歓喜の歌」宇部実行委員会第２回会議開催
  　（合唱団の練習運営・広報物の選定・来年度の開催日程協議）
 平成２８年１２月１８日（日）　「第九『歓喜の歌』でHAPPY END 2016 IN 渡辺翁記念会館」開催
 平成２９年２月　　実行委員会会計監査
 第九「歓喜の歌」宇部実行委員会第３回会議開催
 　 （事業報告・決算報告･来年度開催概要協議）
 

目標指標

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

市民で構成された実行委員により、企画及び運営を行い市民参加型演奏会として、文化に触れる機
会を広く市民に提供するとともに、市民の自主的な文化活動を促進した。

平成２７年度の事業費予算額（千円） １９，６２０

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

事業の内容



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 3 箏曲コンクール開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）― １５

２８ ２９

コンクール参加者数①初級者部門 ２０

コンクール参加者数②中上級者部門 ４０

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

全国でも数少ない手作りによる琴の製作が本市で行われていることを全国に向けて発信するととも
に、伝統文化である箏曲の普及・振興を図った。

平成２７年度の事業費予算額（千円） １９，６２０

平成２７年度の事業費決算額（千円） １９，６２０

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

　伝統文化である箏曲の普及及び小・中学生の情操を育むための「全国小・中学生箏曲コンクール」
の開催

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果
○開催日時　平成27年8月1日(土）・2日（日）
○場　　所　　宇部市文化会館
○出 演 者
　　初級者部門　15人（うち宇部市7人、宇部市以外の山口県1人、他県7人）
　　中・上級者部門  29人（うち宇部市1人、宇部市以外の山口県3人、他県26人）
○審査結果
　　初級部門　奨励賞　3人
　  中・上級部門
　　　小学生の部：山口県知事賞（最優秀賞）・宇部市長賞（優秀賞）・宇部市教育長賞（優秀賞）各1人・優良賞3人
　　　中学生の部：山口県知事賞（最優秀賞）・宇部市長賞（優秀賞）・宇部市教育長賞（優秀賞）各1人・優良賞2人
○審査員
　　初級者部門：水野利彦（箏曲演奏家）、丸田　美紀（箏曲演奏家） 、中・上級部門：水野利彦（箏曲演奏家）、丸田　美紀（箏曲演奏
家）、
　　　　　　　　　　　田村洋（作曲家）、田中隆文(音楽出版社編集局長）
○箏曲ワークショップ
　　回　数　　　　　9回（平成２６年４月～８月） 、参加人数　　197人
○関連イベント“宇部をもっと楽しもうツアー”
　　　８月１日（土）初級者部門終了後に、ときわ公園、ときわミュージアム、
　　　琴製作所たましげ、楠こもれびの郷等を巡るツアーをコンクール参加者及び関係者６人の参加を得て実施。

平成２８年度の主な予定

○宇部市文化創造財団へ事業委託して実施する。
平成２８年６月～８月
○箏曲ワークショップを６回実施
平成２８年８月６日　箏曲コンクール初級者部門開催
　　　　　　　　 　　　　ワークショップ開催
平成２８年８月７日　箏曲コンクール中上級者部門開催

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

事業の内容



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 4 文化財マップ作成事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

8 ―

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　■廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） 0

目標指標
目標値　　　　　　　　（校区数）

―

Ｈ２７（目標）

文化財マップ作成校区数（累計）

平成２７年度の事業費予算額（千円） 0

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２８年度の主な予定

本年度は新たな地区のマップの作成は行わないものの、引き続き既存の文化財マップの活用に取り
組んで行くこととする。

地域の伝承行事や歴史的資産を周知することを目的に、毎年２校区ずつ校区文化財マップを

作成し、地域の歴史や文化に対する興味・関心の喚起や地域の貴重な資源の掘り起こしや

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

既存の文化財マップを文化財展の会場や宇部市学びの森くすのきのカウンターで配布をして、郷土の
文化財の紹介と学習のテキストとして活用した。

各地域の文化財マップを通しての学習活動や街歩き研修などの事業が開催され、ふるさとの歴史学
習の成果があった。

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化財活用推進経費
学びの森くすのき・
地域文化交流課

事業の内容

再発見につなげる。



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 5 文化財保護事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

77 77

1575

目標指標
目標値　　　　　　　　（件）

８２

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

指定文化財の件数（累計）

1837

Ｈ２７（目標）

平成２７年度の事業費予算額（千円）

平成２７年度の事業費決算額（千円）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化財保護経費
学びの森くすのき・
地域文化交流課

事業の内容

文化財保護に関する法令等に基づき、市内に所在する文化財の保存や活用に必要な措置を

行いながら市民の郷土の歴史への興味や関心を高める。

○市内文化財の保護活動として、文化財の巡視、環境整備活動を行った。

○市内文化財の説明板の修繕を行った。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○文化財保護団体の文化財保存活用事業に対する支援を行った。

平成２８年度の主な予定

○文化財審議会を開催し、本市の文化財の保存・活用に関する審議を行った。

○宇部市指定文化財の指定に向けての文化財調査と審議を行った。

○宇部市指定文化財の指定を行う。

○文化財審議会を開催し、本市の文化財の保存・活用に関する審議を行う。

○文化財保護団体の文化財活用事業に対する支援を行う。

○市内文化財の保護活動として、文化財の巡視、環境整備活動を行う。

○市内文化財の説明板の修繕を行う。

市内文化財の保存と活用の活動を通して郷土の歴史を学習し、本市の歴史文化の振興に寄与した。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 6 文化財展開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
６２ ６，０００

                        (平成２８年４月までに決定している企画、今後も随時事業を行っていきます。)

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化財活用推進経費
学びの森くすのき・
地域文化交流課

本市の文化財の活用と市民の文化財への関心と理解を深めるために文化財展を開催する。

○　山口県埋蔵文化財センターとの共催で、山口県埋蔵文化財センター巡回展in 宇部を開催した。

○　宇部地方史研究会との共催により、郷土を考えるシリーズ展「福原芳山と宇部展」を開催した。

事業の内容

　　　　　　　・　宇部の鰐口展

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

　　　　　　　・　歴史講座～博士の教える日本史講座Ⅱ～

　　　　　　　・　古文書講座～古文書で見る宇部の歴史～

○　宇部市学びの森くすのき開催事業として以下の事業を開催した。

　　　　　　　・　時計展

　　　　　　　・　蓄音器で音楽を

　　　　　　　・　宇部の山城展

　　　　　　　・　貨幣展

○　学びの森センターサークルにおいて写真パネル展を開催した。

平成２８年度の主な予定

平成２７年度の事業費予算額（千円） 250

文化財展、講演会等の事業の開催を通して本市の歴史文化の発信を行い、ふるさと学習を通しての
歴史文化の振興に寄与した。

○　山口県埋蔵文化財センターとの共催で、山口県埋蔵文化財センター巡回展in 宇部を開催する。

　　　　　　　・　幕末維新講演会

○　宇部市学びの森くすのき開催事業として以下の事業を開催する。

　　　　　　　・　宇部の地図から歴史を見る

○　宇部地方史研究会との共催により、郷土を考えるシリーズ展「渡辺祐策と宇部」を開催する。

　　　　　　　・　日本史講座　博士が教える日本史講座Ⅲ

　　　　　　　・　昭和のくらし展

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） 100

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）
文化財展への参加者数 ５，０００



テーマ 番号等 事業名

B1 7 留学生地域文化交流促進事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

0 2

留学生と日本文化団体の橋渡しを行うとともに、日本文化団体と留学生との国際交流行事について、
後援やボランティア通訳の派遣を通して支援する。

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

4留学生と日本文化交流を行う日本文化団体数(累計)

目標指標
Ｈ２７（目標）

目標値　　　　　　　　（団体数）

平成２７年度の事業費決算額（千円）

0

0

平成２７年度の事業費予算額（千円）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○日本文化団体が行う留学生との国際交流行事1件を後援
 『国際交流 日本民踊のつどい』 主催 宇部リクリレーション協会
 平成27年6月27日（土）13:00～15:30 常盤工業会館
 国際民踊のワークショップと各国のパフォーマンスを通した文化交流
 参加者数 37人（うち留学生は26人）
○国際ボランティア通訳22人の仲介
　世界スカウトジャンボリー山口大会　平成27年7月30日(木)～8月6日(木)
　ときわ公園や市内学校等で行われた文化交流行事等において、通訳支援や日本文化を紹介

平成２８年度の主な予定

○日本文化団体が行う留学生との国際交流行事を後援
○留学生と日本文化団体との仲介支援

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

○「日本民謡のつどい」は、地域の留学生の間で、人気の国際交流行事として定着した。
　また、留学生がSNSにより情報発信をすることにより、留学生の母国等へも広く知られることとなっ
た。
○国際ボランティアについては、世界ジャンボリー山口大会での活躍を経て、2020年東京オリンピック・
パラリンピックにおける活動の可能性を知ることができた。

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

国際政策課

事業の内容



テーマ 番号等 事業名

B1 8 青少年国際交流事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）162 279

Ｈ２７（目標）

平成２７年度の事業費決算額（千円） 1021

平成２８年度の主な予定

目標値　　　　　　　　（人）

　中学生の研修派遣では、ハイスクール訪問等を中心とした交流だけでなく、大学や政府系機関での
プレゼンテーションを行うことによって、本市の文化や歴史の魅力を伝えることができる人材育成へと
つなげることができた。

事業の内容

次世代を担う青少年（中学生）を姉妹都市・友好都市へ派遣し、両市市民と交流することにより友好親
善と相互理解を深め、広い視野と国際感覚を持つリーダーの育成を図る。
派遣生については、国際交流活動の支援ボランティアとして組織化を図る。

○姉妹都市ニューカッスル市へ中学生10人を派遣
　 期間 平成27年7月30日（木）から8月8日（土）まで
○友好都市威海市との中学生研修派遣・受入れ事業
 　国際情勢を鑑み派遣および受入れを延期
○昨年度派遣生が国際交流活動の支援ボランティアとして活動
 　ニューカッスル市への中学生派遣の事前研修会において昨年度派遣生5人が講師を務めた。

平成２７年度の事業費予算額（千円） 2226

○姉妹都市ニューカッスル市へ中学生10人を派遣
　 期間 平成28年7月28日（木）から8月6日（土）まで
○昨年度派遣生が国際交流活動の支援ボランティアとして活動
　 ニューカッスル市への中学生派遣の事前研修会において昨年度派遣生が講師を務める。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

274国際ボランティア登録者数（累計）

目標指標

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

青少年国際交流経費 国際政策課



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 9 ユネスコ活動支援事業

○平和の鐘を鳴らそうinうべ

平成２７年８月１日（土）　宗隣寺

○ユネスココーアクション（街頭募金活動）

○平和の鐘を鳴らそうinうべ

平成２８年７月２日　　　宗隣寺

○ユネスココーアクション（街頭募金活動）

平成２８年１１月６日（日）　宇部まつり会場

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

英語７２
中国語２８
韓国語７

0

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

ユネスコ活動経費 社会教育課

平成２８年１１月２７日(日)　ＡＮＡクラウンプラザホテル宇部

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

目標指標
目標値　　　　　　　　（　人　）

　ユネスココーアクション（街頭募金活動）といった平和への意志を高揚させるための活動や、

○宇部ユネスコ協会総会

平成２８年２月２０日（土）　宇部市文化会館

○第５７回英語暗唱弁論大会

Ｈ２７（目標）

事業の方向性（見込み）

平成２８年６月２２日（水）　　宇部市勤労青少年会館

平成２７年度の事業費予算額（千円） 232

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

英語暗唱弁論大会の開催を通じての国際理解のための活動を行う

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） 220

○ユネスコ県大会

会話教室受講者数
英語７０

中国語２５

　ユネスココーアクション（街頭募金活動）を通し、市民の平和への意志を高揚や、英語暗唱弁論大会
の開催を通じての国際理解及び海外への関心を高めた。

平成２９年２月１８日（土）　宇部市文化会館

事業の内容

平成２８年度の主な予定

○宇部ユネスコ協会総会

平成２７年６月１８日（火）　　宇部市勤労青少年会館

平成２７年１１月１日（日）　宇部まつり会場

○第５８回英語暗唱弁論大会



テーマ 番号等 事業名

B1 10
協働のまちづくり提案サポート事
業助成金

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

－ 13

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） 2,025

目標指標
目標値　　　　　　　　（　件　）

5実施事業件数

Ｈ２７（目標）

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

提案型協働事業経費 市民活動課

●これからスタート枠…上限額10万円（補助率100％）
●ステップアップ枠…上限額20万円（補助率80％）
●ふるさと元気懇談会枠…上限額20万円（補助率80％）

　　　4月1日～5月31日　申請受付
　　　6月上旬　　　　　　　一次審査
　　　7月3日　　　　　　　　公開プレゼンテーション大会

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

申請件数、採択件数ともに年々増加しており、市民活動団体に対する財政支援としての有効性が認
められる。
提案事業についても、彫刻イベント、文化イベント、ふるさとツーリズム関連事業等文化振興ビジョンの
重点アクション・プログラムに関連する内容が増加しており、本市の文化振興の一助になっていると思
われる。

平成２７年度の事業費予算額（千円） 3,000

市民活動団体が市民ニーズや社会的課題解決のために企画提案・実施する事業に対し、事業費の
一部を市が助成することにより、市民活動団体及び市が協働でまちづくりを推進する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

●これからスタート枠（申請1件、採択1件）　　　　 100,000円
●ステップアップ枠（申請8件、採択7件）　　　　　　976,000円
●ふるさと元気懇談会枠（申請5件、採択5件） 　　949,000円

平成２８年度の主な予定



テーマ 番号等 事業名

B1 11
渡辺翁記念会館管理運営及び施
設整備事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）２９．７ ４５．１記念会館大集会堂の利用率 ５０

事業の方向性（見込み）

平成２７年度の事業費決算額（千円） １５，０７５

目標指標
目標値　　　　　　　　（％）

Ｈ２７（目標）

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２８年度の主な予定

指定管理者制度による管理
計画的な、修繕実施

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

国の重要文化財である渡辺翁記念会館の適切な保存を図ると同時に、指定管理者制度導入により、
効率的かつ効果的に運営し、さらに、自主文化事業の実施など利用率の改善を図った。

平成２７年度の事業費予算額（千円） １５，２００

記念会館の使用状況
件数　98件　　　　日数　144日（利用可能日　319日）　　　　入場者数　69,751人

耐震基礎診断の実施
１階男子トイレの改装

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化施設管理経費・文化施設
整備事業費

文化・スポーツ振興
課

事業の内容

渡辺翁記念会館の管理・運営･施設整備
施設運営に伴う各種委託、修繕、貸館業務の実施

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果



テーマ 番号等 事業名

B1 12
文化会館管理運営及び施設整備
事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）５４．４ ５７．４文化会館各室の平均使用率 ７５

事業の方向性（見込み）

平成２７年度の事業費決算額（千円） １５，０７５

目標指標
目標値　　　　　　　　（％）

Ｈ２７（目標）

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２８年度の主な予定

○指定管理者制度による管理

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

国の重要文化財である渡辺翁記念会館と一体的に利用される文化会館を、指定管理者制度導入に
より、効率的かつ効果的に運営し、さらに、自主文化事業の実施など利用率の改善を図った。

平成２７年度の事業費予算額（千円） １５，２００

文化ホールの使用状況
　　件数　102件　　　日数　135日　　入場者数　28,024人

その他各室使用状況
　　研修ホール　143件　　第一研修室　228件　　第二研修室　257件　　第三研修室　279件
　　和室　　　　 63件　　　楽屋（二階） 45件　　　　第一展示室　 96件　　第二展示室　 68件
　　第三展示室　 76件

市費修繕箇所
・文化ホール調光室　空調機更新
・点字ブロック、手摺設置
・高圧進相コンデンサ更新工事
・LED電灯化（研修ホール、第一・第二・第三研修室、第二・第三展示室）
★文化会館各部屋の平均使用率　 57.4％

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化施設管理経費・文化施設
整備事業費

文化・スポーツ振興
課

事業の内容

文化会館の管理・運営･施設整備
施設運営に伴う各種委託、修繕、貸館業務の実施

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 13 ヒストリア宇部管理運営事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

１２，４１０ １４，８８０

・サステナブル・デザイン国際会議（５月）

中心市街地の休日一日当りの歩行者数

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

８，８３１

平成２７年度の事業費決算額（千円） ８，８３１

－

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

平成２８年度の主な予定

Ｈ２７（目標）

・村野藤吾講座（全１０回）

更なるサービスの向上に反映させる。

平成２７年度の事業費予算額（千円）

事業の内容

＜指定管理者自主事業の実施状況＞

・ヒストリア音楽塾（４月、６月、８月、１０月、１２月、２月）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

・講演会（全２回）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

施設運営の基本方針に沿いコミュニティ・カレッジ等の講座で市民の交流と協働のまちづくり、宇部市

の独自性を活かした情報発信、音楽コンサート等で新しい「うべブランド」の創出・発信に取り組んでい

る。

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

まちづくり推進経費
まちなか再生推進
課

「市民の交流と協働のまちづくりを推進する」、「宇部の近代化の歴史、環境への取組など、宇部市の

独自性を活かした情報を発信する」、「文化を軸とした新しい『うべブランド』を創出・発信する」という

施設運営の基本方針を踏まえ、貸館業務や自主事業を行うなど、多くの市民に利用してもらえるよう

指定管理者によりヒストリア宇部の管理運営を行う。

年々、施設利用者が増加していることから、施設活用によるまちのにぎわいが創出され、施設運営の
目的である中心市街地の活性化を図っている。

年間施設利用率の向上に向け、自主事業の取組や適切な維持管理を行う。

また、施設の管理運営状況についても、モニタリングの結果を検証及び評価し、一層の効率的運営や



テーマ 番号等 事業名

B1 14 石炭記念館管理運営事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

２３，７７６ ３３，０００

・石炭記念館ガイドツアー＜平成28年4月29日（金・祝）～5月8日（日）、平成28年7月16日（土）～8月31日（水）の土日祝＞

・石炭記念館冒険ラリーガイドツアー＜平成27年5月1日（土）～5月6日（水）、平成27年7月18日（土）～8月31日（月）の土日祝＞

・世界の炭坑写真展in宇部＜平成27年10月31日（土）～12月27日（日）＞

・石炭記念館ライトアップ＜平成27年11月29日（日）～平成28年1月11日（祝）＞

イベント

・石炭記念館夜間開館＜平成27年11月29日（日）～平成28年12月26日（土）＞

企画展・イベント

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

常盤公園管理経費 常盤公園管理課

事業の内容

　宇部市発展の礎となった石炭産業を後世に伝承するため、教育学習や来観者へのガイド、解説等
のサポート、展示方法等の検討を行う学芸員を平成２３年度から雇用し、来館者の増加及びより魅力
ある施設にするために、企画展等を開催し、併せてときわ公園のPRも行う。

・郷土の記憶～宇部の歴史と石炭産業～＜平成28年4月1日（金）～5月29日（日）＞

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

・石の世界～大地の秘密＜平成27年7月18日（土）～9月6日（日）＞

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

・石炭記念館ライトアップ＜平成28年11月27日（日）～平成29年1月9日（祝）＞

・郷土の記憶～宇部の歴史と石炭産業～＜平成27年3月19日（土）～3月31日（木）＞

・石炭記念館冒険ラリーガイドツアー＜平成28年4月29日（金・祝）～5月8日（日）、平成28年7月16日（土）～8月31日（水）の土日祝＞

企画展

平成２８年度の主な予定

企画展等の開催により、石炭記念館への入館者が増加し、宇部の歴史や文化の伝承が図られた。
平成25年度石炭記念館年間入館者数：２６，０００人
平成26年度石炭記念館年間入館者数：３１，０００人

・ユネスコ世界記憶遺産 山本作兵衛炭鉱画展＜平成27年4月25日（土）～6月21日（日）＞

・石炭記念館夜間開館＜平成28年11月27日（日）～12月25日（日）＞

記録集（平成25年度発行）

Ｈ２７（目標）

平成２７年度の事業費予算額（千円）

・宇部炭田の歴史　語り部による　～在りし日の風景～

４，８８２

・石炭記念館ガイドツアー＜平成27年5月1日（土）～5月6日（水）、平成27年7月18日（土）～8月31日（月）の土日祝＞

目標値　　　　　　　　（人）

２５，５００

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

石炭記念館への年間入館者数

平成２７年度の事業費決算額（千円） ５，０１２

目標指標



テーマ 番号等 事業名

B1 15 ふるさと学習館建設事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

6 -

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　■廃止（終了）

平成２７年度の事業費予算額（千円） 0

学習館建設の進捗率

Ｈ２７（目標）

平成２７年度の事業費決算額（千円） 0

目標指標
目標値　　　　　　　　（　％　）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

-

平成２４年度で建設工事を完了。平成２５年５月１９日に市民の学習・文化・創造活動の拠点施設とし
て「宇部市学びの森くすのき」を開館、運営開始することにより市民の文化活動推進に寄与した。

平成２８年度の主な予定

事業終了

を建設する。

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

ふるさと学習館建設事業費
学びの森くすのき・
地域文化交流課

事業の内容

貴重な郷土資料などを大切に保存するとともに、住民の学習活動や文化活動の拠点施設として、

博物館・図書館・学習の複合機能を有する「宇部市学びの森くすのき（旧（仮称）ふるさと学習館）」

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

事業終了



テーマ 番号等 事業名

B1 16 学びの森くすのき管理運営事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

- ６５，０１９

平成２７年度の事業費予算額（千円） ２３，８９３

目標値　　　　　　　　（　人　）

平成２４年度で建設工事を完了し、平成２５年５月１９日に「宇部市学びの森くすのき」として開館。
市民の学習、文化、創造活動の拠点施設として、博物館や図書館機能の充実を図り、年間を通して魅
力ある展示や各種行事を開催することにより、市民の文化活動推進に寄与した。

５５，０００

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

Ｈ２７（目標）

年間利用者数

平成２７年度の事業費決算額（千円） ２３，０３６

目標指標

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

学びの森くすのき管理運営経費
学びの森くすのき・
地域文化交流課

「宇部市学びの森くすのき」の管理運営を行う。

入館者数　６５，０１９人

○図書館部門

事業の内容

利用冊数　８８，７４８冊

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

新規利用者カード登録者数（学びの森くすのき受付分）　３６４人

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

○サポーター募集を継続しながら、登録済サポーターと協働して学びの森くすのきの運営を行う。

○学びの森くすのきの管理を行う。

平成２８年度の主な予定

○宇部市学びの森くすのきの運営

開館日数　２８４日

博物館企画展示開催数　３１件

○ワークショップや展示会を企画開催する。

○博物館部門



テーマ 番号等 事業名

Ｂ１ 17 資料館管理事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

500 ―

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　■廃止

0

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

資料館の利用者数（累計） ―

平成２７年度の事業費決算額（千円）

資料館の管理と運営を行う。

○宇部市学びの森くすのき開館に伴い、文化財関係の展示・公開の事業を学びの森くすのき運営事業に

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

移行した。

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

資料館管理・運営経費
学びの森くすのき・
地域文化交流課

平成２８年度の主な予定

文化財展示を通して郷土の歴史を学習し、本市の歴史文化の振興に寄与した。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２７年度の事業費予算額（千円） 0



テーマ 番号等 事業名

Ｂ1 18
図書館管理運営及び資料整備充
実事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

３５２，６２６ ３５７，１３２

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

３５０，０００図書館への来館者数

目標指標
Ｈ２７（目標）

目標値　　　　　　　　（人）

平成２７年度の事業費決算額（千円）

７７，９２６

７７，２２５

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２７年度の事業費予算額（千円）

資料情報の収集・保存に努め、イベントや企画展の充実により図書館サービス充実を図った。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

　・サテライトカレッジ（全４回）

　・パネル展示、写真展、司書企画展示

　・朗読のひととき

　・映画会

　・歴史講演会

　・文芸講演会

　・朗読のひととき

　・図書館まつり

【来館者数（目標）】　３６３，０００人以上

サービスの更なる充実を図る。

【開催行事】

　・図書館まつり

【開催行事】

【来館者数（実績）】　３５７，１３２人

　・パネル展示、写真展、司書企画展示

平成２８年度の主な予定

　・映画会

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

図書館管理経費
図書館運営経費
図書館資料整備充実経費

図書館

○平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日

・社会の進展に応じた資料情報の収集・保存に努めるとともに、イベントや企画展の充実により図書館

事業の内容



テーマ 番号等 事業名

B1 19 まちなかアート・フェスタ開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）－ １９，０２３

市民参加型のアートイベントを開催することで、市民が芸術に触れ、親しむ機会を設けることができ
た。また、会場を中心市街地としていることから、まちのにぎわいを創出することができた。

・コトダマプロジェクト＃２

・宇部アンデパンダン・プロジェクト２０１５

調整を行う。

※平成２８年度は別途、まちなかイベント創出業務を行う。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２９年度に開催される「まちじゅうアートフェスタ」に合わせ、集中的にイベントを行うための企画

・実行委員会の立ち上げ

中心市街地を舞台にした市民参加型のアートイベントで、様々な世代、ジャンルのアートを展開する

ことにより、アートを表現する場、ふれあいの場を創出し、中心市街地の活性化やにぎわいを創造

する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

アート作品展示、アートライブパフォーマンス、「食」イベント、参加型イベント等を開催した。

・巨大絵画ハミングロード新天町アーケード展

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） ２，５００

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

イベント参加者数 ３，３６２以上

平成２７年度の事業費予算額（千円） ２，５００

・イベントの企画

※まちなかアート・フェスタ開催事業はビエンナーレに合わせ、隔年開催とする。

・祐成正徳インスタレーション展

・音楽ライブ

・「まちコレ２０１５」ファッションショー

・パン＆ハンドメイド・マルシェ

平成２８年度の主な予定

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

まちなかアート・フェスタ開催経
費

まちなか再生推進
課

事業の内容



テーマ 番号等 事業名

B1 20 まちなかイベント広場活用事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）－ １４

・各イベントの一元的な情報提供など、使いやすい活用システムづくりを行った。

・市民に周知を行い、イベント広場を活用してもらった。（１４件（累計））

関連機関への使用申請手続きのワンストップ化と実施イベントの情報発信をしたことで、まちなかイベ
ント広場を活用した新規イベントを創出し、中心市街地のにぎわいが図れた。

・総合窓口の設置（申請手続き、イベント情報発信）

・イベント広場活用計画策定

・１６件のイベント創出に向けた関係団体との協議・調整（利用促進等）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

まちなか再生推進
課

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） ０

平成２７年度の事業費決算額（千円）

イベント広場等を活用したイベント実施件数（累計） －

０

目標指標
目標値　　　　　　　　（件）

Ｈ２７（目標）

事業の内容

平成２８年度の主な予定

中心市街地のにぎわい創出のため、既存の広場等を活用したイベント実施数の拡大に向け、活用シ

ステムの構築及び市民への周知を行う。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果



テーマ 番号等 事業名

B2 重Ⅲ 常盤公園ブランド推進事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

４１２，０００ ６０１，０００

○ファンタスティックサマーキャンペーン【平成２８年７月１６日（土）～８月２８日（日）】

○ときわサマーフェスタ　平成２８年８月２７日（土）　ときわ遊園地ほか

○春のキャンペーン【平成２７年３月２１日（土）～平成２７年４月１９日（日）】

○ＴＯＫＩＷＡファンタジア２０１５【平成２７年１１月２９日(日)～平成２８年１月１１日（月・祝）】

○フラワーフェスタ　平成２８年４月２４日（日）　ときわ遊園地

平成２８年度の主な予定

○初夏のキャンペーン【平成２７年５月３１日（日）～平成２７年６月２８日（日）】

○梅見頃キャンペーン　【平成２８年２月２１日(日)～平成２８年３月６日(日)】

○梅見頃キャンペーン　【平成２９年２月２６日(日)～３月５日(日)】

○笑顔いっぱい！花いっぱい！わくわくたのしい！ときわ公園のゴールデンウィーク【平成２８年４月２９日(金・祝)～５月８日(日)】

○初夏のキャンペーン【平成２８年５月２９日(日)～６月２６日(日)】

○ＴＯＫＩＷＡファンタジア２０１６【平成２８年１１月２７日(日)～平成２９年１月９日（月・祝）】
○秋のキャンペーン　【平成２８年９月１７日（土）～１１月２６日(土）】

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

常盤公園ブランド推進経費 常盤公園管理課

効果的なイベント開催や情報発信により集客対策を図り、ときわ公園の魅力向上（全国ブランド化）に
取り組んだ結果、平成２７年度の年間入園者数が６０万人（６０１，０００人）を突破した。
６０万人を突破したのは、昭和５４年以来３６年ぶり。

効果的なイベント開催や情報発信により集客対策を図り、ときわ公園の魅力向上（全国ブランド化）に取り組む。

事業の内容

　ときわ公園まつり実行委員会へ助成し、４大まつりを中心に年間を通して集客力あるイベントを開催
するとともに、それを周知するためのチラシ作成・配布や看板等の設置などを行う。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○しょうぶまつり　平成２８年６月１２日（日）　菖蒲園ほか　

○さくらまつり　平成２８年４月３日（日）　ときわ遊園地

○春のキャンペーン【平成２８年３月１９日(土)～平成２８年４月２４日(日)】

○ときわサマーフェスタ　平成２７年８月２９日（土）３０日（日）　ときわ遊園地ほか

○さくらまつり　平成２７年４月５日（日）　ときわ遊園地

○しょうぶまつり　平成２７年６月１４日（日）　菖蒲園ほか　

○うめまつり　平成２８年２月２８日(日)　ときわ湖水ホール前他

目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

○フラワーフェスタ＆緑化祭　平成２７年４月２６日（日）　ときわ遊園地

○ファンタスティックサマーキャンペーン【平成２７年７月１１日（土）～平成２７年８月３１日（月）】

○うめまつり　平成２９年２月２６日(日)　ときわ湖水ホール前他

○春のキャンペーン【平成２９年３月１８日（日）～４月２３日（日）】

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

○わくわく　たのしいっ！ときわ公園のゴールデンウィーク【平成２７年４月２９日（水・祝）～平成２７年５月６日（水・祝）】

常盤公園年間入園者数 ４６０，０００

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

○秋のキャンペーン　【平成２７年９月１９日（土）～平成２７年１１月２９日(日）】

平成２７年度の事業費予算額（千円） ３２，９８３

平成２７年度の事業費決算額（千円） ３２，９７５

目標指標



テーマ 番号等 事業名

Ｂ２ 重Ⅳ うべふるさとツーリズム創出事業

「キッズうべたん」の実施

地域活性化を図った。

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

― ２１，５１８

本市の地域資源と人材を活用し、地域主体の着地型観光の開発及び推進。

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

着地型観光推進経費 観光推進課

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○本市の地域資源を活用した体験型プログラム等の実施

「職業体験」や「宇部の魅力体験」を通して、子どもたちに自分たちのまちに愛着や誇りをもたせる取組みとした

○本市の地域資源を活用した体験型プログラム等の実施

平成２８年度の主な予定

３，０００

３，０００

平成２７年度の事業費予算額（千円）

本市の地域資源と人材を活用し、地域主体の着地型観光を開発、推進し、交流人口の増加と

平成２７年度の事業費決算額（千円）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

１，９００うべふるさとツーリズムへの年間参加者数

目標指標
Ｈ２７（目標）

目標値　　　　　　　　（人）



テーマ 番号等 事業名

Ｂ２ 1 産業観光推進事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

１，１００ １，９５０

目標値　　　　　　　　（人）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２７年度の事業費予算額（千円）

平成２７年度の事業費決算額（千円）

１，０００

１，０００

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

２，０００産業観光バスツアー年間参加者数

目標指標
Ｈ２７（目標）

地域の活性化を図った。

本市独自の文化的財産を観光・交流資源として有効活用し、市外からの交流人口の増加に取り組み、

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

計１，９５０名（年間）

平成２８年度の主な予定

産業観光ツアー(受注)：１，１４０名

宇部市、美祢市、山陽小野田市の経済団体、企業、市民グループ、行政機関で組織する宇部・美祢・
山陽小野田産業観光推進協議会への支援。

産業観光ツアー(募集)：８１０名

宇部市、美祢市、山陽小野田市の経済団体、企業、市民グループ、行政機関で組織する宇部・美祢・
山陽小野田産業観光推進協議会への支援。

宇部・美祢・山陽小野田地域の近代化産業遺産や企業の社会貢献活動・環境技術等を学ぶ「産業観
光バスツアー」実施に対する支援

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

産業観光推進経費 観光推進課



テーマ 番号等 事業名

Ｂ２ 2
空港活用観光・ビジネス交流事
業

○観光パックの創出

○チャーター便（アウトバウンド）の情報発信

○観光パックの創出

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

― １４

― ５３

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

空港活用観光・ビジネス交流経
費

観光推進課

○チャーター便（国際定期便）の利用促進に向けた情報発信

Ｈ２７（目標）

事業の内容

山口宇部空港利用促進振興会等と連携した空港の利用促進

平成２７年度の事業費決算額（千円） １，９７１

本市への誘客を図り交流人口の増加を図った。

目標値　　　　　　　　

○県や山口宇部空港利用促進振興会とともに、エアポートセールスの実施

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○県や山口宇部空港利用促進振興会とともに、エアポートセールスの実施

平成２８年度の主な予定

山口宇部空港を活用した観光パック商品の開発や、空港の利用促進を図るエアポートセールスを実施により、

山口宇部空港を活用した観光パック商品の開
発数（件／累計）

９

山口宇部空港を利用するチャーター便の運航
回数

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

事業の方向性（見込み）

２０

□現行どおり　■拡充　　□縮小（一部移管）□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） １，９７３

目標指標



テーマ 番号等 事業名

Ｂ２ 3 観光情報発信事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

４５ １３５

１０６ ２６７

平成２７年度の事業費決算額（千円）

２００

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　□拡充　　□縮小（一部移管）□廃止

８２①年間観光客数（万人）

②観光ホームページの1日平均アクセス数(回)

目標指標
Ｈ２７（目標）

目標値　　　　　　　　

１，７５２

１，７４２

観光資源の情報を発信し、観光客等交流人口の増加を図った。

平成２７年度の事業費予算額（千円）

○観光ガイドブック配布

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２８年度の主な予定

○観光ナビゲーターによる情報発信

○市ＨＰ、市facebook等での情報発信

○新聞広告

○観光ガイドブック配布

○新聞広告

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○観光マップ配布

○観光ナビゲーターによる情報発信

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

観光情報発信経費 観光推進課

○観光マップ配布

○市ＨＰ、市facebook等での情報発信

事業の内容

観光ガイドブック等の作成及び各種メディアやＨＰ，観光ナビゲーターを活用した観光情報の発信



テーマ 番号等 事業名

Ｂ２ 4 うべ元気ブランド育成事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
０件 70

目標値　　　　　　　　（件）

○丸栄百貨店（愛知県名古屋市）物産展出展

うべ元気ブランド製品の認証件数（累計） 68
事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） 7,492
平成２７年度の事業費決算額（千円） 6,627

目標指標

○第５回うべ元気ブランド認証製品の再認証

Ｈ２７（目標）

○第２回うべ元気ブランド・ゴールドの認証

○販路拡大に係る研修会の開催

○知的財産・商標登録に係る研修会の開催

○うべ元気ブランド認証製品販路拡大・製造促進への補助

○うべ元気ブランド認証製品学校給食活用促進への補助

　うべ元気ブランドに認証することにより、宇部市の一次産品を用いた加工品を広く市内外にＰＲし、
宇部市の経済の活性化及び食文化の振興に寄与した。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）
○市内外のイベントへの出店・販売促進活動

市内で採取された一次産品を活用して製品化された加工品を「うべ元気ブランド」及び「うべ元気ブラン

○丸栄百貨店（愛知県名古屋市）物産展出展

○おいでませ山口館「うべフェア」実施

○うべ元気ブランド認証製品学校給食活用促進への補助

○市内外のイベントへの出店・販売促進活動

○第6回うべ元気ブランドの認証

○第1回うべ元気ブランド・ゴールドの認証

○販路拡大に係る研修会の開催

○知的財産・商標登録に係る研修会の開催

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

農商工連携ブランド推進経費 6次産業推進室

事業の内容

○おいでませ山口館うべフェア実施

平成２８年度の主な予定

ド・ゴールド」として認証し、販売を促進

○うべ元気ブランド認証製品販路拡大・製造促進への補助

○第1回うべ元気ブランド認証製品の再々認証

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○第４回うべ元気ブランド認証製品の再認証

○NAMIHE・酢飯屋におけるマーケティング及び販売

○第７回うべ元気ブランドの認証

○第２回うべ元気ブランド認証製品の再々認証



テーマ 番号等 事業名

新規 赤間硯ブランド化推進事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実

事業の方向性（見込み）

平成２７年度の事業費決算額（千円） 3,000

目標指標
目標値　　　　　　　　（　）

Ｈ２７（目標）

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）
伝統的工芸品である、赤間硯のブランド化を推進するとともに、後継者の育成を図ることにより、宇部
市唯一の伝統的工芸品である赤間硯の振興に寄与した。

平成２７年度の事業費予算額（千円） 3,000

展示会・イベントへの出展

常設展示（東京都青山スクエア）

平成２８年度の主な予定

「赤間硯」の海外商標登録（台湾）

後継者育成につながる事業の実施（製作体験等）

パンフレット・ビデオ等の販売促進用ツールの作成

新たな商品の開発

展示会・イベントへの出展（名古屋市丸栄百貨店、広島県熊野筆まつり、富山県伝統的工芸品月間国民会議

東京都池袋東武百貨店など）

常設展示（東京都青山スクエア）

赤間硯のブランド化を推進するため、伝統的工芸品である赤間硯の商品力強化・販路開拓

等を実施する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

「赤間硯」の地域団体商標登録支援・海外商標登録（中国）

後継者育成につながる事業の実施（製作体験等）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

赤間硯ブランド化推進経費 6次産業推進室

事業の内容



テーマ 番号等 事業名

Ｂ２ 5
観光コンベンション創出誘致促進
事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

９．６ ２５．８

８ ２４

― 1

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

観光コンベンション創出誘致促
進経費

観光推進課

宇部観光コンベンション協会と連携して、学会・スポーツ大会等の情報収集を行い、誘致活動を実施

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

　　学会・スポーツ大会等誘致のための県内外でのＰＲ活動の実施

宇部観光コンベンション協会との連携

　　協会への補助金の支出等

平成２８年度の主な予定

　　学会・スポーツ大会等誘致のための県内外でのＰＲ活動の実施

コンベンション誘致数２４回（年間）

宇部観光コンベンション協会との連携

　　観光客誘致のためのホスピタリティに配慮したイベントの実施・助成

　　冊子「グルメガイド」の作成

　　観光客誘致のためのホスピタリティに配慮したイベントの実施・助成

　　協会への補助金の支出等

コンベンション誘致による地域経済の活性化を図った。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

目標指標
Ｈ２７（目標）

目標値　　　　　　　　

平成２７年度の事業費予算額（千円）

平成２７年度の事業費決算額（千円）

２５，４４０

２５，４４０

１１①ホテル・旅館年間宿泊者数（万人）

②コンベンション創出誘致数（件） ２３

③コンベンション創出数（件）※上記内数 1



テーマ 番号等 事業名

Ｂ２ 6 中心市街地まつり行事開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

１２，４１０ １４，８８０

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

-中心市街地の休日１日あたりの通行者数

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

魅力あるまつり・イベントの開催により中心市街地の賑わいの創出を図り、市勢の活性化を図った。

目標指標
Ｈ２７（目標）

目標値　　　　　　　　（人）

平成２７年度の事業費予算額（千円）

平成２７年度の事業費決算額（千円）

２５，５５０

新川市まつり、花火大会、宇部まつり開催への支援

２５，５５０

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

中心市街地まつり行事開催経
費

観光推進課

参加者数　約２１万８千人

○花火大会開催への支援

○宇部まつり開催への支援

　　宇部まつり・花火大会の事務局担当（観光コンベンション協会・商工会議所との共同事務局）

　　各行事の実行委員会への補助金の支出等

○新川市まつりへの支援

参加者数　約７万２千人

参加者数　約１２万５千人

平成２８年度の主な予定

事業の内容

宇部まつりや新川市まつり、花火大会等、中心市街地におけるイベント等の開催支援

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果



テーマ 番号等 事業名

B2 7 中心市街地景観形成事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

１２，４１０ １４，８８０

事業の内容

　　屋外広告物の許可申請件数　３６件　（※都市政策推進課）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

中心市街地景観形成事業費
まちなか再生推進
課

中心市街地において、賑わいと潤いが調和し、本市の顔となる”緑と花と彫刻の生活都心”景観を

創出し、広域の中心都市にふさわしいまちなみを形成する。

平成２８年度の主な予定

・景観計画の行為届出及び屋外広告物の許可申請の適正な事務処理を行う。

景観計画推進事業の実施により、良好な景観の形成を図った。

※市役所周辺整備に関する業務は市役所周辺地区整備事業費で実施。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） ０

平成２７年度の事業費決算額（千円） ０

中心市街地の休日一日当りの歩行者数 －

・市役所周辺の整備について検討を行った。

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

・市役所周辺の整備について検討を行う。

※景観計画及び屋外広告物に関する業務は景観形成推進費で実施。（※都市政策推進課）

　　違反広告物　２件　（※都市政策推進課）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

・「宇部市景観計画」に基づいて、同区域内にある建築行為等を行う場合の届出に対して、基準に

適合しなければ指導・助言等を行った。

　　景観計画の行為届出件数　２２件（※都市政策推進課）

・県から権限移譲（平成２０年４月１日)された屋外広告物の許可申請の窓口の設置。

・屋外広告物適正化旬間中に違反広告物の一斉巡回調査を行った。



テーマ 番号等 事業名

B2 8 ホームページ運営事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

57,000 58,293

1,155

目標指標
目標値　　　　　　　　（　回　）

72,000

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　■廃止

Ｈ２７（目標）

市ホームページ（トップページ）の月あたり平均アクセス数

平成２７年度の事業費決算額（千円）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

広報広聴活動経費
広報・シティセール
ス課

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

事業の内容

市ホームページを通じて、文化に関連する本市の事業、取り組みなどを発信するため、各部署におい
て作成するページをチェックし、適切な情報を発信している。

前年度に引き続き、行事や取り組みなどの文化関連情報を適切に発信する。

市ホームページ、フェイスブックを活用した情報発信を行い、本市の文化に関連する事業、取り組みな
どの周知に寄与した。

平成２８年度の主な予定

市ホームページに加え、引き続きフェイスブックを活用した情報発信も行った。
市ホームページ（トップページ）の月あたり平均アクセス数は約９００の増加、フェイスブックの「いいね」
の数は３００増加した。

平成２７年度の事業費予算額（千円） 1,138

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 重Ⅰ 文化振興体制整備事業

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化施設管理経費

文化・スポーツ振興
課

事業の内容

平成２８年度の主な予定

○宇部市文化創造財団自主文化事業
　　コスプレ撮影会in渡辺翁記念会館（４月３０日）
　　音楽の祭日2016in宇部（ ６月１９日ほか）
　　綾戸智恵とＮ響メンバーによるスーパーセッション（７月５日）
　　TSUKEMEN LIVE 2016（７月１７日）

　宇部市文化創造財団の自主的な管理運体制の確立を支援するとともに、財団と連携を図りながら、
多彩な事業を展開する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果
○宇部市文化創造財団自主文化事業
　　春風亭小朝独演会（ ６月２１日）
　　音楽の祭日in宇部（６月２０日ほか）
　　「ベンチャーズジャパン・ツアー２０１５」（８月２５日）
　　高橋英樹講演会 （１０月１１日）
　　英国女王陛下の近衛軍楽隊宇部公演（１０月１８日）
　　「ふるさとの絵師」合同展（１１月１日～８日）
　　馬場良治講演会（１１月８日）
　　桂文枝独演会（１月１７日）
　　「文楽への扉」 in宇部（１月３０日）
○宇部市からの委託事業の実施
○宇部市渡辺翁記念会館及び宇部市文化会館の指定管理業務を実施
　

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）

１３．４ －

４６．６ －

２９．７ ４５．１

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　宇部市文化創造財団の自主的な管理運営体制の確立を支援するとともに、財団と連携を図りなが
ら、渡辺翁記念会館及び文化会館を中心に、多彩な自主事業を展開してきた。

　　TSUKEMEN LIVE 2016（７月１７日）
　　アートマネージャー養成講座（７月～１０月）
　　ジャパニーズ・アート・ロックバンド　ＫＡＯ=S（カオス）コンサート（９月２２日）
　　大野雄二＆ルパンティックスシックス　ルパンジャズライブ（１０月７日）
　　とら・とろ・ぴあ♪＋（ぷらす）の楽しい音楽会（１０月３０日）
　　「名曲の花束」～ブルガリア名門室内合奏団～（１１月１８日）
　　市原悦子「朗読とお話の世界」（１２月３日）
○宇部市からの委託事業の実施

目標指標
目標値　　　　　　　　（％）

Ｈ２７（目標）

①１年以内に直接的な文化活動を行っている
人の割合

１５．５

平成２７年度の事業費予算額（千円） １１５，５１４

平成２７年度の事業費決算額（千円） １１４，７０２

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

②１年以内に文化活動を鑑賞したことのある人
の割合

５０．０

③渡辺翁記念会館の利用率 ５０．０



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 重Ⅱ 子ども伝統文化わくわく体験学校

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）― １１

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

事業の内容

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

目標指標
目標値　　　　　　　　（学科）

Ｈ２７（目標）

平成２７年度の事業費予算額（千円）

６

１９，６２０

平成２７年度の事業費決算額（千円） １９，６２０

子ども伝統文化わくわく体験学校の学科数

小・中学生を対象とした様々な伝統文化を体験できる機会として「子ども伝統文化わくわく体験学校」
を、市内文化団体の協力を得ながら開催する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○宇部市文化創造財団に事業を委託して実施した。
　【舞踊】　2人　　　【茶道】　13人　　　【詩吟】　2人　　【百人一首】　26人
　【生け花①】　17人　　【生け花②】　17人　　【生け花③】　19人　　【生け花④】　4人　　【生け花⑤】　7
人
　【箏曲①】　　5人　　【箏曲②】　　3人

　【合計】　115人

平成２８年度の主な予定

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

守り伝えられてきた伝統文化を、将来にわたって確実に継承し発展させていくための文化団体による
活動を支援するとともに、次世代を担う子どもたちが歴史、伝統、文化に対する理解を深めることがで
きた。

実施学科募集（５月）
市内小中学校へ募集案内配布、生徒募集（６月）
申込生徒に開講案内送付（６月）



テーマ 番号等 事業名

C 1
宇部志立市民大学文化学部運営
事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）― ２３

○宇部志立市民大学文化学部の運営（平成２７年４月～平成２８年２月）.
○受講生23人、修了証授与対象者(70％以上の出席）15人
○宇部志立市民大学大学院文化学の運営（平成２７年８月～平成２８年２月）
○受講生18人、修了証授与対象者16人

　本市独自のまちづくりの歴史や文化を学ぶことにより、文化によるまちづくりを進めるための人材を
育成するため、宇部志立市民大学文化学部を運営する。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化・スポーツ振興
課

事業の内容

平成２７年度の事業費予算額（千円） ―

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

市民が、本市独自のまちづくりの歴史や文化を学ぶことにより、文化によるまちづくりを進めるための
人材を育成することで、地域内外で活躍する市民力の向上を図った。

平成２８年度の主な予定

○宇部志立市民大学文化学部受講生の募集
○宇部志立市民大学文化学部の運営
　　受講生23人
○宇部志立市民大学大学院文化学コース受講生の募集
○宇部志立市民大学大学院文化学コースの運営
　

市民大学文化学部受講生 ４０

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） ―

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）



テーマ 番号等 事業名

C 2 美術館建設検討事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）２０６

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

事業の内容

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

目標指標
目標値　　　　　　　　（日）

Ｈ２７（目標）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

中心市街地に、まちづくりや、文化、芸術活動など、市民の活動を支援・促進させるギャラリーを設置・
運営することにより、市民の文化活動の発表の場を提供することが可能となった。

・手芸展示及びＷＳ
・宙の写真展
・クレイアート展
・人形展

≪アートサロンinまちなか市民★きらめきギャラリー≫
・ときわ動物アート展
・佐藤　文恵展
・UBEビエンナーレ＠きらめきギャラリー展
・詩と切手の世界展～切手で世界旅行～
・岡本　正和展　宇部の港・宇部の里山・そして～
・kozi69イラスト展　THE GREATEST
・古林　喜明写真展～山の四季彩～
・M.F.U.10THアニバーサリー展

新庁舎の建設・建替を協議・検討する中で、市民ギャラリー的なスペースの設置について検討する。
既存の公共施設や街中の空き店舗を活用した市民ギャラリーについて活用を図る。

平成２７年度の事業費決算額（千円） １９，６２０

市民ギャラリーの活用日数 １２０

平成２７年度の事業費予算額（千円） １９，６２０

○宇部市文化創造財団へ委託により引き続き、市民ギャラリーの活用・運営を行う。



テーマ 番号等 事業名

C 3 伝統文化推進事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

－ １３

－ 0

－ １２

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

伝統文化推進経費 学校教育課

宇部市の伝統産業である琴や硯を授業等で活用することで、本物の伝統文化に触れ、体験的な活動

事業の内容

の充実を図るとともに、宇部市の伝統産業を知り、ふるさとへの誇りを愛着を育むために音楽科や

国語科の書写の教室を開催する。

○中学校で琴を活用した授業の実施　１３校

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

事業の方向性（見込み）

○小学校で赤間硯を活用した習字の授業の実施　１２校

○小学校で硯を活用した習字の授業の実施予定　２４校

平成２８年度の主な予定

○中学校で琴を活用した授業の実施予定　１２校

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

本市の伝統文化財である「琴」や「赤間硯」を活用した授業を全小・中学校で行うことで、多くの児童
生徒がより身近に伝統文化に触れることができた。授業で初めて琴や硯に触れる子どもも多く、
地域資源への理解、ふるさとへの愛着心の育成につながった。

硯を活用した書道の授業を行う小学校数 １０

琴を活用した授業を行う中学校数 １３

琴を活用した授業を行う小校数

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） 862

平成２７年度の事業費決算額（千円） 702

目標指標
目標値　　　　　　　　（　校　）

Ｈ２７（目標）

１０



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 3 伝統文化推進事業（彫刻教育）

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

－ 29

　「彫刻によるまちづくり」へ小・中学生も参加すべく、学校において継続的に彫刻作品の制作に取り

組み、その作品展示を行うことで、子どもたちの彫刻の歴史の理解を深め、郷土への愛着心を醸成

する。

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

伝統文化推進経費 学校教育課

事業の内容

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

　ビエンナーレ（うべの里アートフェスタ）にあわせて、中学校５校の美術部員が、ときわミュージアム

学芸員や彫刻家の指導のもと、本格的な彫刻作品の制作に取り組み、完成した作品を「学びの森く

すのき」や北部地域に展示した。

平成２８年度の主な予定

　彫刻家による市内の中学生を対象とした出前授業及び中学生を対象とした作品制作活動（ワークショップ）

を実施する。

平成２７年度の事業費決算額（千円） 309

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

Ｈ２７（目標）

彫刻教育を実施した学校数（累計） 29

  公園整備局との連携で小・中学校で彫刻教育を行うことで、彫刻に親しむ機会をつくることができた。
　28年度には、生徒が主体となって彫刻制作・展示に関わることで、彫刻のあるまちづくりをより身近
に
体験することがき、彫刻への興味や関心を高めることができた。

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

目標指標
目標値　　　　　　　　（　校　）

平成２７年度の事業費予算額（千円） 500



テーマ 番号等 事業名

C 4 ふるさと学習副読本作成事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

地域学習で年間25時間活
用

地域学習で
年間25時間

活用

○中学校版「ふるさと宇部」の活用

目標指標

2,464平成２７年度の事業費予算額（千円）

目標値　　　　　　　　（　時間　）

Ｈ２７（目標）

することができ、地域への理解、愛着心の育成につながった。

2,787

　・社会科の授業や総合的な学習の時間等で活用する。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　宇部の歴史や地域資源を学び、郷土への愛着心をもつ子どもを育成するために、小学生（３年生）を

対象に「わたしたちの宇部」、中学生（１年生）を対象に「ふるさと宇部」を作成し配布する。

平成２８年度の主な予定

○小学校版「わたしちの宇部」の改訂版を作成し、配布。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

　・小学校版「わたしちの宇部」を、社会科や地理・郷土の歴史等の授業で活用した。

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

ふるさと学習副読本作成経費 学校教育課

事業の内容

社会科の関連単元等における活用時間数

■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

　・社会科の授業や総合的な学習の時間等で活用した。

○中学校版「ふるさと宇部」を改訂し、作成・配布する。

○小学校版「わたしたちの宇部」を作成、配布する

　・社会科の授業等で活用する。

　ふるさと学習副読本を活用することで、本市の特色ある地域資源や文化・歴史についてより深く学習

事業の方向性（見込み）

地域学習で
年間25時間

活用

平成２７年度の事業費決算額（千円）



テーマ 番号等 事業名

C 5
小学校総合的な学習の時間推進
事業

○郷土の発展に尽くした人々について調べて発表した。

○宇部の歴史や産業、伝統、文化などを調べ、パンフレットを作った。

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

１６ ２４

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

小学校総合的な学習の時間推
進経費

学校教育課

実践研究に要する経費を助成する。

　小学校３年生以上で行われる「総合的な学習の時間」において特色ある教育活動を支援するため、

○校区探検、インタビュー、新聞作りを通して、身近な地域の環境について学んだ。

事業の内容

○地域の自然や環境について、地元の人に話を聞いたり探検をしたりして新聞をつくった。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

地域資源の発見、理解につながった。

○むかし遊びを体験し、地域の伝統や文化に慣れ親しんだ。

　総合的な学習の時間において、地域の文化や文化財を活用した学習活動を行った。

＜活動内容＞

240

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

２４地域の文化や文化財を活用した学習活動を行う学校数

平成２７年度の事業費決算額（千円）

240

Ｈ２７（目標）
目標指標

平成２７年度の事業費予算額（千円）

目標値　　　　　　　　（　校　）

平成２８年度の主な予定

　総合的な学習の時間において、地域の文化や文化財を活用した学習活動を行う。

　地域の伝統・文化・文化財に関する学習課題を設定し、子どもたちが主体となって考え、学ぶことで、



テーマ 番号等 事業名

C 6
中学校総合的な学習の時間推進
事業

○和紙づくりを通して、地域の伝統文化を大切にし、守っていこうとする意識を高めた。

○地域行事等で太鼓演奏を披露し、心の育成と地域との連携を深めた。

○文化祭での制作品の題材に宇部の文化財を取り入れた。

○ときわ公園の野外彫刻について、学習を行い、レポートにまとめ、発表した。

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

2 13地域の文化や文化財を活用した学習活動を行う学校数

地域資源の発見、理解につながった。

Ｈ２７（目標）

　地域の伝統・文化・文化財に関する学習課題を設定し、子どもたちが主体となって考え、学ぶことで、

平成２７年度の事業費予算額（千円） 390

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

中学校総合的な学習の時間推
進経費

学校教育課

事業の内容

＜活動内容＞

平成２８年度の主な予定

　総合的な学習の時間において、地域の文化や文化財を活用した学習活動を行う。

　中学校で行われる「総合的な学習の時間」において特色ある教育活動を支援するため、

実践研究に要する経費を助成する。

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

13

　総合的な学習の時間において、地域の文化や文化財を活用した学習活動を行った。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○「ふるさと宇部」等を使って調べた内容を紙面発表した。

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） 390

目標指標
目標値　　　　　　　　（　校　）



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 7 子どもの読書活動推進事業

○『第１９回　みんなおいでよ　こども春まつり』の開催

【参加人数】　４４３人（大人　１６６ 人、子ども　２７７人）

【参加人数】　３００人（大人　１００人、子ども　２００人）

第１回　平成２７年１２月９日（水）　　　　　　　宇部市立図書館　２階会議室

【参加人数】　２４人（保護者　１８人）

第２回　平成２８年１月１３日（水）　　　　　　　【参加人数】　計　３４人

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

子どもの読書活動推進経費 図書館

・読書を通じて、子どもたちの表現力、想像力や感性を養い、心豊かな成長を支援するとともに、

　文学への興味、関心を持たせる。

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

事業の内容

平成２８年５月７日（土）　　宇部市立図書館　２階講座室

【参加人数】　　３３０人（大人　１１０人、子ども　２２０人）

○『影絵人形作成ワークショップ』の開催

平成２７年７月３０日（木）　　ときわ公園　ときわミュージアム本館東側

平成２７年５月９日（土）　　宇部市立図書館　２階講座室

○『第４８回　青空読書会』の開催

○『絵本の読み聞かせ講座』（全２回）の開催　

平成２８年３月５日（土）　　宇部市立図書館　２階講座室

○『第４９回　青空読書会』の開催

○『第２０回　みんなおいでよ　こども春まつり』の開催

平成２８年度の主な予定

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

７００ ７７７

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費決算額（千円） ２６３

目標指標
目標値　　　　　　　　（人）

Ｈ２７（目標）

青空読書会、子どもの読書活動推進講演会、こども春まつりの参加者数 ２，０５０

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

子どもの読書啓発

平成２７年度の事業費予算額（千円） ２３８

【参加見込人数】　５００人（大人　２００人、子ども　３００人）

○『なかよし絵本ひろば』（全１２回）の開催

平成２８年７月２９日（金）　　ときわ公園　ときわミュージアム本館東側

○『第４９回　青空読書会』の開催

【参加見込人数】　２５人

平成２９年３月４日（土）　宇部市立図書館　２階講座室

毎月第３水曜日　　宇部市立図書館　１階おはなしのへや、２階和室

○『影絵人形作成ワークショップ』の開催

○『絵本の読み聞かせ講座』の開催　

【参加見込人数】　２４０人（保護者　１２０人）

平成２８年１２月１４日（水）　宇部市立図書館　２階会議室

【参加見込人数】　２０人　



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 8 子ども委員会支援事業

川上校区（わくわくふれあい広場）

船木校区（筍掘りとポンプラ飯、子ども料理教室、ミニ門松作り、凧揚げ、読み聞かせ）

鵜の島校区（わくわくチャレンジ広場、通学合宿、夏休み！お話サークル、三世代交流、子ども料理教室）

万倉校区（米づくり教室、万倉クリーン作戦、おさかな料理教室、万倉のつどい、どんど焼き）

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

６，２４０ ３，１４３

　地域における青少年の活動を促進し、家庭、学校及び地域の連携により地域の教育力を高める

神原校区（神原チャレンジクラブ）

川上校区（わくわくふれあい広場）

西宇部校区（大きなピザと長いパン、エコ教室、高齢者交流グラウンドゴルフ大会、魚料理に挑戦）

平成２８年度の主な予定

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

西宇部校区（大きなピザと長いパン、エコ教室、高齢者交流グラウンドゴルフ大会、魚料理に挑戦）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　地域の中で地域の伝統行事や文化について学ぶことにより地域への関心が高まった。

神原校区（神原チャレンジクラブ）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

子ども委員会経費 社会教育課

事業の内容

鵜の島校区（わくわくチャレンジ広場、三世代交流、通学合宿、夏休み！お話サークル、子ども料理教室）

万倉校区（米づくり教室、万倉クリーン作戦、おさかな料理教室、万倉のつどい、どんど焼き）

目標指標
目標値　　　　　　　　（　人　）

船木校区（筍探し＆竹飯、子ども料理教室、ミニ門松作り、読み聞かせ）

平成２７年度の事業費予算額（千円） ５８２

子ども委員会支援事業への年間参加児童数 －

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　□拡充　　　■縮小　　　□廃止

Ｈ２７（目標）

平成２７年度の事業費決算額（千円） ４７６



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 9
宇部市地域学童保育クラブ外部
人材活用事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績）１０ １０

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　　 　　鵜の島学童保育（わらべうた、ジャグリング他）、神原学童保育（ポーラセーツ、スイーツデコ）、

　　　   恩田学童保育（山口県統計グラフコンクール、ジャグリング他）、

平成２７年度の事業費予算額（千円） １，５６０

地域のボランティア等の協力により様々な活動を実施したこと地域文化の伝承や,児童の心豊かな成
長につながったと考える。

　　　　 常盤学童保育（読み聞かせ、ジャグリング他）、小羽山学童保育（作法と抹茶体験、ジャグリング他）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

学童保育推進経費 こども福祉課

　　　　 厚南学童保育（折り紙、バルーンアート、ジャグリング他）、見初学童保育（読み聞かせ、ジャグリング他）

　　　　 黒石学童保育（お手玉教室、ジャグリング他）、原学童保育（工作教室、ジャグリング他）

　　　　 新川学童保育（スイーツデコ、ジャグリング他）　・西宇部学童保育（読み聞かせ、ジャグリング他）

　・藤山学童保育（夏休み工作教室）

　・川上学童保育（アレンジフラワー、けん玉教室、有酸素運動他）

　・二俣瀬学童保育（新聞づくり、ちぎり絵他）

　 　　　岬学童保育（押し花、ジャグリング他）、上宇部学童保育（押し花教室、ジャグリング他）、

　・楠地区学童保育（読み聞かせ）

　・宇部市社会福祉協議会   

　・厚東学童保育（手芸教室、陶芸教室）

　・東割保育園（ダンス）

平成２７年度の事業費決算額（千円） １，０２５

目標指標
目標値　　　　　　　　（団体）

９外部人材活用事業補助金交付団体数

Ｈ２７（目標）

　・琴芝学童保育（野菜販売、餅つき体験）

事業の内容

地域学童保育の活動として、地域の高齢者等の協力を得ながら、その方が持つさまざまな知識や技
能を活用し、伝統文化の伝承など保育児童の健全育成につながる取組に対し、生涯現役人材活用事
業として補助金を交付する。

○宇部市地域学童保育クラブ外部人材活用事業補助金

  ・東岐波学童保育（料理教室）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

  ・西岐波学童保育（青空読書会、灯篭づくり、芋掘り他）



事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 10 放課後子ども教室推進事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

１０，４３０ ２０，１２７

目標指標
目標値　　　　　　　　（　人　）

Ｈ２７（目標）

放課後子ども教室への年間参加児童数 １９，０００

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　■拡充　　　□縮小　　　□廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） 9,062

平成２７年度の事業費決算額（千円） 8,820

⑮黒石校区（創作体験、食育活動、、遊び教室、体験創作学習、自然体験）

⑯小羽山校区（学習会、三世代交流、自然観察、天体観察、工作教室、料理教室）

⑰新川校区（将棋、グランドゴルフ、英語教室、料理教室）　　【新規】

⑱西岐波校区（学習会、自然体験、農業体験、文化体験、工作教室）　　【新規】

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　小学生が地域の中で、地域の伝統行事や文化について学ぶことにより関心が高まった。

⑪見初校区（通学合宿、ふれあいキャンプ、輪飾り・餅つき、どんど焼き、太鼓教室）

⑫藤山校区（通学合宿、農業体験、科学実験、環境学習、工作教室、健康学習、奉仕活動）

⑬東岐波校区（環境学習、郷土の歴史、野外体験学習）

⑭原校区（通学合宿、原蓮鼓太鼓、キャンプ体験、リサイクル体験、農業体験）

⑧上宇部校区（学習会、野菜植付・収穫、天文教室、工作教室、Eボート体験、校区内美化活動）

⑨恩田校区（自然観察、伝統文化継承、スポーツ教室、奉仕活動、英語クラブ）

⑩岬校区（料理教室、手話教室、習字教室、工作教室、伝統文化・遊び教室、体育教室）

⑦小野校区（学習会、スポーツ教室、自然体験活動、農業体験、物づくり体験）

⑩岬校区（料理教室、手話教室、習字教室、工作教室、伝統文化・遊び教室、体育教室）

④二俣瀬校区（学習会、農業体験、スポーツ教室、料理教室、工作教室、囲碁）

⑤常盤校区（通学合宿、工作教室、郷土の歴史、石炭採掘体験、英語教室）

②吉部校区（チャレンジ教室、スポーツ教室、学習活動、農業体験、食育活動、異文化体験、三世代交流）

⑬東岐波校区（環境学習、郷土の歴史、野外体験学習）

⑭原校区（通学合宿、原蓮鼓太鼓、キャンプ体験、リサイクル体験、農業体験）

③琴芝校区（スポーツチャンバラ、紙芝居、竹細工、ニュースポーツ、創作ダンス）

⑮黒石校区（創作体験、食育活動、、遊び教室、体験創作学習、自然体験）

①厚東校区（将棋囲碁、卓球、生花、茶道、陶芸）

⑥厚南校区（農業体験、星空観察、釣り体験、料理教室、フラワーアレジメント、ハイキング、郷土史学習）

⑫藤山校区（通学合宿、農業体験、科学実験、環境学習、工作教室、健康学習、奉仕活動）

④二俣瀬校区（学習会、農業体験、スポーツ教室、料理教室、工作教室、囲碁）

⑯小羽山校区（学習会、三世代交流、自然観察、天体観察、工作教室、料理教室）

⑪見初校区（通学合宿、ふれあいキャンプ、輪飾り・餅つき、どんど焼き、太鼓教室）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

放課後子ども教室推進事業費 社会教育課

放課後や週末等に、安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、勉強やスポーツ・文化芸術

育まれる環境づくりを推進する。

①厚東校区（将棋囲碁、卓球、生花、茶道、陶芸）

活動、地域住民との交流活動の機会を提供し、子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに

事業の内容

⑤常盤校区（通学合宿、工作教室、郷土の歴史、石炭採掘体験、英語教室）

平成２８年度の主な予定

⑦小野校区（学習会、スポーツ教室、自然体験活動、農業体験、物づくり体験）

⑧上宇部校区（学習会、野菜植付・収穫、天文教室、工作教室、Eボート体験、校区内美化活動）

②吉部校区（チャレンジ教室、スポーツ教室、学習活動、農業体験、食育活動、異文化体験、三世代交流）

③琴芝校区（スポーツチャンバラ、紙芝居、竹細工、ニュースポーツ、創作ダンス）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

⑨恩田校区（自然観察、伝統文化継承、スポーツ教室、奉仕活動、英語クラブ）

⑥厚南校区（農業体験、星空観察、釣り体験、料理教室、フラワーアレジメント、ハイキング、郷土史学習）



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 11 市民教養講座開催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

１，９００（２回） ２，７５０市民教養講座への入場者数

○５月２１日（土）　植木　理恵　

Ｈ２７（目標）

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

０

平成２７年度の事業費決算額（千円） ０

○６月　４日（土）　宮崎　哲弥　　

３，９００

平成２７年度の事業費予算額（千円）

目標指標
目標値　　　　　　　　（　人　）

○６月１１日（土）　須田　慎一郎　　

○６月１３日（土）　尾木　直樹　　　入場者数　１，０００人

平成２８年度の主な予定

第４１回宇部市民教養講座

　各界で活躍する著名人を講師として招き、市民の知識・教養を高める講座を開講することにより、

市民の文化力の向上に寄与した。

　各界で活躍する著名人を講師として招き、市民の知識・教養を高める機会を提供することにより、

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

第４０回宇部市民教養講座

○５月１６日（土）　渡部　陽一　　　入場者数　９００人

○５月２３日（土）　椎名　　誠　　 　入場者数　８５０人

市民力及び市民の文化力の向上を図る

事業の内容

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

社会教育課



テーマ 番号等 事業名

Ｃ 12
ぶちええ！きらめきリーダー塾開
催事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

指導者　０

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

　スタッフが地域に出向き、地域のボランティア指導者の育成を図り地域の文化力を高める

地域のボランティア指導者の育成を図り地域の文化力を高めた

平成２８年度の主な予定

実施予定なし

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

青少年教育総務経費 社会教育課

事業の内容

実施せず

目標値　　　　　　　　（　人　）

Ｈ２７（目標）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

「ぶちええ！きらめきリーダー塾」に参加した指導者数 指導者　８５

事業の方向性（見込み） □現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　■廃止

平成２７年度の事業費予算額（千円） ０

平成２７年度の事業費決算額（千円） ０

目標指標



テーマ 番号等 事業名

C 13
人材育成による地域活動支援事
業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実績）

２ １

講師派遣や支援を行う

事業の内容

○地域の魅力発表会への講師依頼や支援（４校区）

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

人材育成による地域活動支援
経費

市民活動課

　地域固有の文化、歴史、自然を保存・継承し、地域の魅力向上、誇りの醸成を図るための学習等に

○校区で主体的に開催される地域活動研修会等に講師派遣や支援を実施（１校区）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

○地域づくり研修会への講師派遣

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

平成２８年度の主な予定

　育成することにより、心豊かな地域づくりへの意識向上が図られている

平成２７年度の事業費予算額（千円）

平成２７年度の事業費決算額（千円）

０

０

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

５開催校区数

目標指標
Ｈ２７（目標）

目標値　　　　　　　　（区数）

○地域づくりに関する学習を通じて、地域内の交流・連携を深め、地域で主体的に行動できる人材を



テーマ 番号等 事業名

C 14 子ども文化夢教室実施事業

Ｈ２１（基準年度） Ｈ２７（実
績） ８

文化振興ビジョン掲載事業名等
予算事業名 担当課等

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

事業の内容

事業の方向性（見込み） ■現行どおり　　　□拡充　　　□縮小　　　□廃止

目標指標
目標値　　　　　　　　（回）

Ｈ２７（目標）

平成２７年度（Ｈ２７．４．１～Ｈ２８．３．３１）の主な成果

平成２４年度～２７年度の事業評価（本市の文化振興にもたらした効果）

子どもたちがさまざまな文化活動を体験できるよう、レベルの高い指導者による、ワークショップ型の
教室を開催したことで、伝統文化等に対する理解や興味を子どもたちの間に拡げ、将来的に文化活
動者の裾野を拡げることにつながった。

平成２８年度の主な予定

教育委員会を通じ、８校実施
○宇部市文化創造財団へ事業委託して実施する。
　箏曲ワークショップ　　　２校
　ダンスワークショップ　　２校
　日舞ワークショップ　　　１校
　コミュニケーションワークショップ　  ２校
　声楽ワークショップ　　　１校

子どもたちが様々な文化活動を体験できるよう、多彩なジャンルの教室を開校するとともに、レベル
の高い指導者を招聘し、ワークショップ型の教室を開講する。

平成２７年度の事業費決算額（千円） １９，６２０

子ども夢教室（文化）の開催回数 ８

平成２７年度の事業費予算額（千円） １９，６２０

教育委員会を通じ、８校実施
○宇部市文化創造財団へ事業委託して実施する。
　【邦楽】邦楽（箏）　２校
　【西洋音楽】声楽　２校
　【表現活動】日本舞踊　２校
　【表現活動】ダンス　　２校
  【表現活動】演劇コミュニケーションワークショップ　２校



頁 テーマ 番号 事業名 担当課係名 現行 拡充 縮小 廃止

1 A 重Ⅰ
UBEビエンナーレ開
催事業

UBEビエンナーレ開催
経費

緑と花と彫刻の博
物館管理課

90% ○

ＵＢＥビエンナーレ（現代日本彫刻展）５０周年を迎え、日本最大級の野外彫刻の国際コンクールとして展開
しています。平成２５年の第２５回展では５１，８００人、平成２７年の第２６回展では９０，０２４人の来場者を
迎え、本市の文化力の高さをアピールできたものと考えられます。

2 A 重Ⅱ 彫刻教育普及事業
彫刻教育普及推進経
費

緑と花と彫刻の博
物館管理課

480% ○

彫刻教育については、市内の各小中学校に協力を要請し彫刻授業を実施しました。
平成24年度からは中学校での彫刻授業を開始、平成27年度には市内全小学校4年生を対象とした
「UBEビエンナーレ鑑賞授業」を実施しました。こうした鑑賞授業等を通じて、世界各国の彫刻表現に
触れる機会を市内の子どもたちに提供するとともに、鑑賞や造形、共同制作、作品発表を通じて
「感じる/表現する」ための基礎的な力を育成しています。

3 A 1 彫刻アピール事業
彫刻企画展開催経費
彫刻設置事業経費
彫刻維持管理経費

緑と花と彫刻の博
物館管理課

103% ○

彫刻企画展については、ＵＢＥビエンナーレ出品作家の企画展を毎年開催しました。また、平成２６年からは
夏休みに夏の美術室を開催し、ワークショップ等も多数開催。その他新たな試みとして、平成２７年には、地
元画家の堀研氏、馬場良治氏の絵画展も開催しました。
彫刻設置点数も年々増えています。
以上、市民が多くの文化へ触れる機会を提供しています。

4 A 2
市民彫刻普及活動支
援事業

緑と花と彫刻の博
物館管理課

57% ○
彫刻清掃を定期的に開催することにより、市民の彫刻に対する愛着心も高まったものと考えられます。

5 A 3 緑化推進事業 緑化推進経費 公園緑地課 50% ○

市民ボランティアによる花壇コンク―ルを継続実施することで「緑と花と彫刻のまち」を維持してきた。
平成26年には、花壇コンク―ル100回記念花いっぱい運動記念ガーデンをときわ公園に設立。
ときわ公園内では、市民との協働による維持管理やイベント等を行い、訪れる人達を楽しませている。

6 A 4 植物教育普及事業 植物教育普及経費
緑と花と彫刻の博
物館管理課

193% ○
平成２７年度は会場や講師の都合で実施回数が２６年度より減少したが、当初の目標以上の実績をあげ、
年間を通じて実施している「ちょこっと温室探検」とともに多くの入館者に植物教育を普及したと考えられま
す。

7 A 5 植物展示事業 植物展示事業経費
緑と花と彫刻の博
物館管理課

145% ○
年々入館者が増えており、入館者の植物への関心を喚起していると考えられます。

8 A 6
緑と花と彫刻の博物
館管理運営事業

博物館管理経費
博物館運営経費
博物館管理運営経費

緑と花と彫刻の博
物館管理課

145% ○
年々入館者が増えており、入館者の植物への関心を喚起していると考えられます。

9 B1 重Ⅰ
文化振興連携支援事
業

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

83%
104%

○
民間による各種文化事業を後援等することで、公共施設の利用料の減免や、ＰＲなどの連携を行い、市民等
の自主的な文化活動が積極的に展開される環境を醸成し、文化活動の活発化を図ることができた。

10 B1 重Ⅱ 芸術祭開催事業 文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

78%
73%

○

多くの市民に各種文化活動の発表の場や鑑賞又は体験の機会を提供し、新たな創造意欲を喚起することに
より本市の文化振興を図った。
　また、舞台、展示及び文芸部門の文化行事を、本市の文化団体を総括している宇部文化連盟と共同で主
催することにより、市内文化団体の育成を図った。

11 B1 1
渡辺翁記念会館等文
化事業助成事業

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

83% ○
文化に触れる機会を広く市民に提供し、文化事業を実施する団体の活動を支援することで、市民による自主
的な文化活動の促進が図れた。

12 B1 2

「第九　『歓喜の歌』
でHAPPY END IN 渡
辺翁記念会館」開催
事業

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

62% ○

市民で構成された実行委員により、企画及び運営を行い市民参加型演奏会として、文化に触れる機会を広く
市民に提供するとともに、市民の自主的な文化活動を促進した。

13 B1 3
箏曲コンクール開催
事業

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

75%
73%

○
全国でも数少ない手造りによる琴の製作が本市で行われていることを全国に向けて発信するとともに、伝統
文化である箏曲の普及・振興を図った。

14 B1 4
文化財マップ作成事
業

文化財活用推進経費
学びの森くすの
き・地域文化交流
課

- ○
各地域の文化財マップを通しての学習活動や街歩き研修などの事業が開催され、ふるさとの歴史学習の成
果があった。

15 B1 5 文化財保護事業 文化財保護経費
学びの森くすの
き・地域文化交流
課

94% ○
市内文化財の保存と活用の活動を通して郷土の歴史を学習し、本市の歴史文化の振興に寄与した。

16 B1 6 文化財展開催事業 文化財活用推進経費
学びの森くすの
き・地域文化交流
課

120% ○
文化財展、講演会等の事業の開催を通して本市の歴史文化の発信を行い、ふるさと学習を通しての歴史文
化の振興に寄与した。

17 B1 7
留学生地域文化交流
促進事業

国際政策課 50% ○

○「日本民謡のつどい」は、地域の留学生の間で、人気の国際交流行事として定着した。
　また、留学生がSNSにより情報発信をすることにより、留学生の母国等へも広く知られることとなった。
○国際ボランティアについては、世界ジャンボリー山口大会での活躍を経て、2020年東京オリンピック・パラ
リンピックにおける活動の可能性を知ることができた。

18 B1 8 青少年国際交流事業 青少年国際交流経費 国際政策課 102% ○
中学生の研修派遣では、ハイスクール訪問等を中心とした交流だけでなく、大学や政府系機関でのプレゼン
テーションを行うことによって、本市の文化や歴史の魅力を伝えることができる人材育成へとつなげることが
できた。

19 B1 9 ユネスコ活動支援事
業

ユネスコ活動経費 社会教育課 0% ○ ユネスココーアクション（街頭募金活動）を通し、市民の平和への意志を高揚や、英語暗唱弁論大会の開催
を通じての国際理解及び海外への関心を高めた。

20 B1 10
協働のまちづくり市民
活動提案サポート事
業助成金

提案型協働事業経費 市民活動課 260% ○

申請件数、採択件数ともに年々増加しており、市民活動団体に対する財政支援としての有効性が認められ
る。
提案事業についても、彫刻イベント、文化イベント、ふるさとツーリズム関連事業等文化振興ビジョンの重点
アクション・プログラムに関連する内容が増加しており、本市の文化振興の一助になっていると思われる。

個別事業進行管理一覧表

備考
平成２４年度～２７年度の事業評価
（本市の文化振興にもたらした効果）

予算事業名
担当課等

目標達成
事業の方向性



21 B1 11
渡辺翁記念会館管理
運営及び施設整備事
業

文化施設管理経費、文
化施設整備事業費

文化・スポーツ振興
課

90% ○
国の重要文化財である渡辺翁記念会館の適切な保存を図ると同時に、指定管理者制度導入により、効率的
かつ効果的に運営し、さらに、自主文化事業の実施など利用率の改善を図った。

22 B1 12
文化会館管理運営及
び施設整備事業

文化施設管理経費、文
化施設整備事業費

文化・スポーツ振興
課

77% ○
国の重要文化財である渡辺翁記念会館と一体的に利用される文化会館を、指定管理者制度導入により、効
率的かつ効果的に運営し、さらに、自主文化事業の実施など利用率の改善を図った。

23 B1 13
ヒストリア宇部管理運
営事業

まちづくり推進経費
まちなか再生推進
課

- ○
年々、施設利用者が増加していることから、施設活用によるまちのにぎわいが創出され、施設運営の
目的である中心市街地の活性化を図っている。

24 B1 14
石炭記念館管理運営
事業

常盤公園管理経費 常盤公園管理課 129% ○

企画展等の開催により、石炭記念館への入館者が増加し、宇部の歴史や文化の伝承が図られた。
平成25年度石炭記念館年間入館者数：２６，０００人
平成26年度石炭記念館年間入館者数：３１，０００人

25 B1 15
ふるさと学習館建設
事業

ふるさと学習館建設事
業費

学びの森くすの
き・地域文化交流
課

- ○

平成２４年度で建設工事を完了。平成２５年５月１９日に市民の学習・文化・創造活動の拠点施設として「宇
部市学びの森くすのき」を開館、運営開始することにより市民の文化活動推進に寄与した。

平成25年3月完成

26 B1 16
学びの森くすのき管
理運営事業

学びの森くすのき管理
運営事業

学びの森くすの
き・地域文化交流
課

118% ○

平成２４年度で建設工事を完了し、平成２５年５月１９日に「宇部市学びの森くすのき」として開館。
市民の学習、文化、創造活動の拠点施設として、博物館や図書館機能の充実を図り、年間を通して魅力あ
る展示や各種行事を開催することにより、市民の文化活動推進に寄与した。

27 B1 17 資料館管理事業 資料館管理・運営経費
学びの森くすの
き・地域文化交流
課

- ○

文化財展示を通して郷土の歴史を学習し、本市の歴史文化の振興に寄与した。

28 B1 18
図書館管理運営及び
資料整備充実事業

図書館管理経費・図書
館運営経費・図書館資
料整備充実経費

図書館 102% ○
資料情報の収集・保存に努め、イベントや企画展の充実により図書館サービス充実を図った。

29 B1 19
まちなかアート・フェ
スタ開催事業

まちなかアート・フェス
タ開催経費

まちなか再生推進
課

566% ○
市民参加型のアートイベントを開催することで、市民が芸術に触れ、親しむ機会を設けることができた。ま
た、会場を中心市街地としていることから、まちのにぎわいを創出することができた。

30 B1 20
まちなかイベント広場
活用事業

まちなか再生推進
課

- ○

関連機関への使用申請手続きのワンストップ化と実施イベントの情報発信をしたことで、まちなかイベント広
場を活用した新規イベントを創出し、中心市街地のにぎわいが図れた。

31 B2 重Ⅲ
常盤公園ブランド推
進事業

常盤公園ブランド推進
経費

常盤公園管理課 131% ○
効果的なイベント開催や情報発信により集客対策を図り、ときわ公園の魅力向上（全国ブランド化）に
取り組んだ結果、平成２７年度の年間入園者数が６０万人（６０１，０００人）を突破した。
６０万人を突破したのは、昭和５４年以来３６年ぶり。

32 B2 重Ⅳ
うべふるさとツーリズ
ム創出事業

着地型観光推進経費 観光推進課 1133% ○
本市の地域資源と人材を活用し、地域主体の着地型観光を開発、推進し、交流人口の増加と地域活性化を
図った。

33 B2 1 産業観光推進事業 産業観光推進経費 観光推進課 98% ○ 本市独自の文化的財産を観光・交流資源として有効活用し、市外からの交流人口の増加に取り組み、地域
の活性を図った。

34 B2 2
空港活用観光・ビジ
ネス交流事業

空港活用観光・ビジネ
ス交流経費

観光推進課
156％
265％

○
山口宇部空港を活用した観光パック商品の開発や、空港の利用促進を図るエアポートセールスを実施によ
り、本市への誘客を図り交流人口の増加を図った。

35 B2 3 観光情報発信事業 観光情報発信経費 観光推進課
165％
134％

○
観光資源の情報を発信し、観光客等交流人口の増加を図った。

36 B2 4
うべ元気ブランド育成
事業

農商工連携ブランド推
進経費

６次産業推進課 103% ○
うべ元気ブランドに認証することにより、宇部市の一次産品を用いた加工品を広く市内外にＰＲし、宇部市の
経済の活性化及び食文化の振興に寄与した。

37
赤間硯ブランド化推
進事業

赤間硯ブランド化推進
経費

６次産業推進課 - ○
伝統的工芸品である、赤間硯のブランド化を推進するとともに、後継者の育成を図ることにより、宇部市唯一
の伝統的工芸品である赤間硯の振興に寄与した。 新規

38 B2 5
観光コンベンション創
出誘致促進事業

観光コンベンション創出
誘致促進経費

観光推進課
235%
104%
100%

○
コンベンション誘致による地域経済の活性化を図った。

39 B2 6
中心市街地まつり行
事開催事業

中心市街地まつり行事
開催経費

観光推進課 - ○
魅力あるまつり・イベントの開催により中心市街地の賑わいの創出を図り、市勢の活性化を図った。

40 B2 7
中心市街地景観形成
事業

中心市街地景観形成
事業費

まちなか再生推進
課

- ○

景観計画推進事業の実施により、良好な景観の形成を図った。

41 B2 8
ホームページ運営事
業

ホームページ運営経費
広報・シティセール
ス課

81% ○
市ホームページ、フェイスブックを活用した情報発信を行い、本市の文化に関連する事業、取り組みなどの
周知に寄与した。

42 C 重Ⅰ
文化振興体制整備事
業

文化振興経費
文化・スポーツ振
興課

‐
‐

90%
○

宇部市文化創造財団の自主的な管理運体制の確立を支援するとともに、財団と連携を図りながら、渡辺翁
記念会館及び文化会館を中心に、多彩な自主事業を展開してきた。

43 C 重Ⅱ
こども伝統文化わく
わく体験学校

文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

183% ○
守り伝えられてきた伝統文化を、将来にわたって確実に継承し発展させていくための文化団体による活動を
支援するとともに、次世代を担う子どもたちが歴史、伝統、文化に対する理解を深めることができた。

44 C 1
宇部志立市民大学文
化学部運営事業

文化・スポーツ振興
課

58% ○
市民が、本市独自のまちづくりの歴史や文化を学ぶことにより、文化によるまちづくりを進めるための人材を
育成することで、地域内外で活躍する市民力の向上を図った。



45 C 2 美術館建設検討事業 文化振興経費
文化・スポーツ振興
課

172% ○
中心市街地に、まちづくりや、文化、芸術活動など、市民の活動を支援・促進させるギャラリーを設置・運営
することにより、市民の文化活動の発表の場を提供することが可能となった。

46 C 3 伝統文化推進事業 伝統文化推進経費 学校教育課
100%

0%
120%

○

本市の伝統文化財である「琴」や「赤間硯」を活用した授業を全小・中学校で行うことで、多くの児童
生徒がより身近に伝統文化に触れることができた。授業で初めて琴や硯に触れる子どもも多く、
地域資源への理解、ふるさとへの愛着心の育成につながった。

47 C 3
伝統文化推進事業
(彫刻教育)

伝統文化推進経費 学校教育課 100% ○

公園整備局との連携で小・中学校で彫刻教育を行うことで、彫刻に親しむ機会をつくることができた。
　28年度には、生徒が主体となって彫刻制作・展示に関わることで、彫刻のあるまちづくりをより身近に
体験することがき、彫刻への興味や関心を高めることができた。

新規

48 C 4
ふるさと学習副読本
作成事業

ふるさと学習副読本作
成経費

学校教育課 100% ○
ふるさと学習副読本を活用することで、本市の特色ある地域資源や文化・歴史についてより深く学習すること
ができ、地域への理解、愛着心の育成につながった。

49 C 5
小学校総合的な学習
の時間推進事業

小学校総合的な学習
の時間推進経費

学校教育課 100% ○

地域の伝統・文化・文化財に関する学習課題を設定し、子どもたちが主体となって考え、学ぶことで、地域資
源の発見、理解につながった。

50 C 6
中学校総合的な学習
の時間推進事業

中学校総合的な学習
の時間推進経費

学校教育課 100% ○

地域の伝統・文化・文化財に関する学習課題を設定し、子どもたちが主体となって考え、学ぶことで、地域資
源の発見、理解につながった。

51 C 7
子どもの読書活動推
進事業

子どもの読書活動推進
経費

図書館 38% ○
子どもの読書啓発

52 C 8
子ども委員会支援事
業

子ども委員会経費 社会教育課 ‐ ○
地域の中で地域の伝統行事や文化について学ぶことにより地域への関心が高まった。

53 C 9
地域学童保育クラブ
外部人材活用事業

学童保育推進経費 こども福祉課 111% ○
地域のボランティア等の協力により様々な活動を実施したこと地域文化の伝承や,児童の心豊かな成長につ
ながったと考える。

54 C 10
放課後子ども教室推
進事業

放課後子ども教室推進
事業費

社会教育課 106% ○
小学生が地域の中で、地域の伝統行事や文化について学ぶことにより関心が高まった。

55 C 11
市民教養講座開催事
業

社会教育課 71% ○
各界で活躍する著名人を講師として招き、市民の知識・教養を高める講座を開講することにより、市民の文
化力の向上に寄与した。

56 C 12
ぶちええ！きらめき
リーダー塾開催事業

青少年教育総務経費 社会教育課 0% ○

地域のボランティア指導者の育成を図り地域の文化力を高めた

57 C 13
人材育成による地域
活動支援事業

人材育成による地域活
動支援経費

市民活動課 20% ○
地域づくりに関する学習を通じて、地域内の交流・連携を深め、地域で主体的に行動できる人材を育成する
ことにより、心豊かな地域づくりへの意識向上が図られている

58 C 14
子ども文化夢教室実
施事業

文化振興経費
文化・スポーツ振
興課

100% ○
子どもたちがさまざまな文化活動を体験できるよう、レベルの高い指導者による、ワークショップ型の教室を
開催したことで、伝統文化等に対する理解や興味を子どもたちの間に拡げ、将来的に文化活動者の裾野を
拡げることにつながった。

現行 拡充 縮小 廃止
43 9 1 5

該当なし 11 15.9%
0% ～ 49% 5 7.2%

50% ～ 89% 14 20.3%
90% ～ 109% 19 27.5%

110% ～ 149% 9 13.0%
150% ～ 11 15.9%

69 100.0%合計

合計58事業（従前56事業、新規2事業）

目標達成について


